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は
じ
め
に
ｌ
問
題
の
所
征
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Ｉ
〕
政
治
家
像
一
総
理
大
原
二
菅
直
人
・
青
局
幸
男
三
政
治
家
像
の
背
景
（
以
上
本
号
）
人
々
の
政
治
意
識
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
形
成
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
変
容
、
持
続
は
、
意
識
の
対
象
に
よ
り
、
ま
た
、
意
識
屑
の
し
政
治
態
度
の
継
続
と
変
容
（
岡
村
・
松
本
）
四七
は
じ
め
に
Ｉ
問
題
の
所
在
政
治
態
度
の
継
続
と
変
容
ｌ
未
成
年
か
ら
成
年
へ
の
政
治
意
識
の
流
れ
Ｉ
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治
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柵
造
（
以
下
次
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題
）
政
治
意
識
の
脂
標
政
治
意
識
の
限
定
化
全
体
構
造
の
継
続
と
変
容
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こ
の
よ
う
に
多
く
の
研
究
が
進
め
ら
れ
る
な
か
で
、
こ
れ
ま
で
閑
却
さ
れ
て
き
た
作
業
は
、
未
成
年
の
政
治
意
識
と
成
年
の
政
治
意
識
を実証的に結びつけることである。政治的社会化研究において、おとなは子どもの意識形成の媒体（品のロ。ご）と考
え
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
し
て
、
未
成
年
期
に
推
得
さ
れ
た
政
治
意
識
は
、
お
と
な
に
お
い
て
持
続
す
る
と
帷
川
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
他方、有権者を対象とする政治意識分析では、未成年期における政治的社会化過混の重要性を認識しつつも、公教育、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
な
ど
と
の
関
連
で
述
べ
ら
れ
る
に
と
ど
ま
り
、
両
者
を
実
証
的
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
が
た
（３） 
い。年齢による政治意識の差は一不されても、それが世代差によるものか、成人になってからの社会化に由来するかは、
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
問
題
は
、
未
成
年
期
に
形
成
さ
れ
た
意
識
の
ど
の
部
分
が
成
年
期
に
な
っ
て
も
持
続
す
る
の
か
、
ま
た
、
変
法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
四
号
四八
ベルによって一様ではない。本稿は、中学校一年から六○歳以上の有権者にいたる政治意識の流れを総括的にとらえ、
年
齢
の
批
移
に
よ
っ
て
何
が
変
わ
り
、
何
が
変
わ
ら
な
い
か
を
探
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
今
川
の
政
治
意
識
分
析
の
多
く
は
、
成
人
で
あ
る
有
権
者
を
対
象
に
し
て
い
る
。
未
成
年
者
を
考
え
る
に
し
て
も
、
成
年
に
達
す
る
直
前
の
青
年
屑
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
未
成
年
期
に
お
け
る
政
治
意
識
形
成
の
重
要
性
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
認
識
さ
れ
て
き
た
。
「
政
治
と
教
育
」
の
問
題
が
、
古
米
、
政
治
学
の
主
要
テ
ー
マ
で
あ
る
所
以
で
あ
る
。
一
九
六
○
年
代
、
ア
メ
リ
カ
の
イ
ー
ス
ト
ン
、
ヘ
ス
、
グ
リ
ー
ン
ス
ク
イ
ン
ら
が
政
治
態
度
形
成
の
起
点
を
小
学
生
に
求
め
て
以
来
、
年
令
は
よ
り
卜
げ
ら
れ
て
考
察
さ
れ
る
よ
（１） 
う
に
な
っ
た
。
未
成
年
期
に
お
け
る
政
治
態
度
・
音
』
識
形
成
の
実
証
的
研
究
は
、
政
治
的
社
会
化
研
究
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
政
治
意
識
の
重
要
な
部
分
が
、
ラ
イ
フ
・
サ
イ
ク
ル
の
ど
こ
で
形
成
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
見
解
が
あ
る
。
イ
ー
ス
ト
ン
、
ク
リ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
ら
は
小
学
生
を
重
視
し
た
が
、
そ
れ
よ
り
年
齢
が
下
の
幼
稚
園
児
に
注
目
す
る
研
究
も
あ
る
。
ま
た
、
ジ
ェ
ニ
ン
グ
（２） 
スらは、高校生を対象‐こしている。
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わ
れ
わ
れ
は
、
中
学
校
一
年
か
ら
有
椛
者
ま
で
、
政
治
意
識
の
流
れ
を
連
続
的
に
考
察
し
よ
う
と
す
る
が
、
そ
こ
に
は
い
く
つ
か
の
問
題
が
あ
る
。
ま
ず
、
中
高
校
生
と
有
権
者
で
は
標
本
の
質
が
異
な
り
、
連
続
し
て
い
な
い
。
巾
高
校
生
は
無
作
為
に
選
ば
れ
た
の
で
は
な
く
、
質
問
用
紙
の
回
収
率
は
一
○
○
％
で
あ
る
。
有
権
者
は
無
作
為
に
杣
川
さ
れ
、
回
収
率
は
五
六
％
で
あ
る
。
ま
た
、
中
高
校
生
が
教
室
で
配
布
さ
れ
た
川
紙
に
口
分
で
記
入
す
る
の
に
対
し
て
、
有
椛
者
で
は
、
調
査
員
の
質
問
に
答
え
、
調
査
員
が
そ
れ
を
記
入
す
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
洲
汽
方
法
の
差
が
結
果
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
よ
う
。
質
問
文
は
、
未
成
年
に
も
成
年
に
も
ほ
と
ん
ど
同
一
の
も
の
を
使
用
し
た
。
中
学
生
向
け
、
成
人
向
け
の
質
問
と
し
た
方
が
政
治
意
識
の
内
容
を
よ
り
正
確
に
引
き
出
せ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
比
較
の
た
め
、
わ
れ
わ
れ
は
あ
え
て
同
一
の
質
問
を
用
い
た
。
低
年
齢
層
に
は
む
ず
か
し
く
、
「
わ
か
ら
な
い
」
が
多
い
質
問
も
、
そ
の
変
化
が
政
治
意
識
形
成
の
重
要
な
側
耐
と
考
え
た
こ
と
も
同
一
質
問
文
を
用
い
た
一
つ
の
理
由
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
調
査
は
、
巾
高
校
生
、
有
権
者
双
方
と
も
、
東
京
都
在
住
者
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
結
果
を
政治態度の継続と変容（岡村・松本）
，
四
九
われわれは、一九九七年九月、東京都において、中学校一年から高校三年まで一、三○六名、有権者一、五○○名
を
対
象
に
意
識
調
査
を
行
な
っ
た
。
中
学
校
、
高
校
は
す
べ
て
公
立
で
あ
る
。
学
校
が
平
均
的
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
つ
つ
も
、
選
定
は
わ
れ
わ
れ
の
便
宜
に
よ
る
。
学
校
で
は
教
室
に
お
け
る
集
合
調
査
で
あ
る
。
有
椛
背
は
無
作
為
標
本
抽
出
で
選
び
、
而
接
調
査
で
あ
る
。
有
権
者
の
有
効
回
収
率
は
五
六
％
で
あ
っ
た
。
中
学
生
か
ら
有
権
者
ま
で
、
質
問
は
大
部
分
共
通
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
今
回
は
質
問
の
難
易
度
を
考
え
て
小
学
生
を
除
外
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
小
学
生
の
政
治
意
識
形
成
と
の
関
連
は
、
過
去
二
回
の
小
学
生
を
合
（４） 
社△云化とは何かであろう。
容
す
る
も
の
は
何
か
、
そ
し
て
、
成
年
に
な
っ
て
新
し
く
獲
得
さ
れ
る
意
識
と
は
何
か
、
す
な
わ
ち
、
成
人
期
に
お
け
る
第
二
の
政
治
的
（５） 
め
た
調
査
結
果
を
参
照
す
る
。
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志
林
第
九
十
八
巻
第
Ⅲ
号
五
○
もって、日本人全体の政治意識の様机とすることはできない。しかし、昨〈７の世論調査結果や選挙結果からは、政治
意
識
の
地
域
的
均
質
化
、
態
度
変
化
の
全
国
化
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
仮
に
東
京
都
に
特
有
の
傾
向
が
存
在
す
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
他
の
地
域
よ
り
も
や
や
明
確
な
、
な
い
し
、
や
や
先
行
す
る
傾
向
で
あ
る
と
い
う
推
測
が
成
立
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
子
ど
も
の
政
治
的
社
会
化
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
東
京
と
そ
れ
以
外
の
地
域
に
お
け
る
調
査
結
果
を
比
較
す
れ
ば
、
同
じ
こ
と
が
い
え
る。いうまでもなく、これは政治意識のすべてのレベルにおいて同じように一安当しないが、われわれの調査結果は、
全
国
の
未
成
年
・
成
年
の
政
治
意
識
の
動
態
を
排
川
す
る
坂
要
な
手
が
か
り
と
な
る
と
信
ず
る
。
調
査
対
象
の
も
っ
と
も
年
少
者
は
中
学
校
一
年
の
一
二
職
で
あ
り
年
長
者
は
六
○
歳
を
こ
え
る
。
こ
の
よ
う
な
年
齢
層
を
同
時
に
調
査
す
る
と
き
、
意
識
の
変
化
が
年
齢
に
よ
る
も
の
か
、
世
代
差
に
よ
る
も
の
か
の
弁
別
が
困
難
に
な
る
。
一
九
九
七
年
に
六
五
歳
で
あ
る
も
のは、一九一一三年生まれで、国民学校一一一年のときに太平洋戦争を迎えている。敗戦は、高等国民学校一年か中学校一
年である。六一一一歳は中学校から、孔七歳は小学校から現行の六一一一制である。戦後の「新制」中学に在学したことがな
い
も
の
は
六
九
歳
以
上
で
あ
っ
て
、
対
象
に
し
た
ほ
と
ん
ど
の
人
々
は
戦
後
の
公
教
育
を
受
け
て
き
て
い
る
。
一
九
五
一
年
サ
ン
フ
ラ
ン
シスコ平和条約が調印されたとき、調査時の六○歳は一四歳、「もはや戦後ではない」と調った経済白書が発表され、
日
本
が
飢
え
か
ら
脱
却
し
は
じ
め
た
一
九
五
六
年
、
五
五
歳
は
一
四
歳
で
あ
っ
た
。
中
・
高
校
樅
の
年
少
者
か
ら
見
る
と
、
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
で
の
川
中
元
首
相
の
逮
捕
、
昭
和
天
皇
の
崩
御
な
ど
は
歴
史
上
の
事
件
に
な
っ
て
い
る
。
生
活
様
式
全
体
と
の
関
連
で
、
世
代
論
は
多く語られている。活字世代と映像世代、ウェットとドライ、「おたく」世代、新人敵などはその一例である。世代
に
よ
る
政
治
意
識
の
叢
は
当
然
考
え
ら
れ
る
が
、
世
代
を
貫
通
す
る
共
皿
の
意
識
も
ま
た
観
察
さ
れ
る
。
回答を年齢ごとに見るとき、差は泄代にもとづくのか、ライフ・サイクルの位置のちがいに山来するのかを判断す
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（６） 
以上の調査には、〈「回の調査で用いた質問と同じものが含まれている。標本が同一でないのでコウホート分析は不
可能であるが、それに近似した分析方法は可能であろう。
政
治
意
識
の
分
析
に
お
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
グ
ル
ー
プ
を
抽
出
し
、
そ
の
特
性
を
明
ら
か
に
す
る
。
政
治
の
世
界
が
党
派
性
、
対
立
の
世
界
で
あ
る
以
上
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
当
然
で
あ
る
。
未
成
年
か
ら
成
年
へ
の
政
治
意
識
の
流
れ
を
追
う
本
稿
に
お
い
て
も
、
ど
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
が
形
成
さ
れ
て
く
る
か
に
注
目
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
、
わ
れ
わ
れ
は
共
有
さ
れ
る
政
治
意
識
も
検
討
し
た
政治態度の継続と変容（岡村・松本）
五一
る
に
は
大
き
な
困
難
を
と
も
な
う
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
困
難
の
一
端
を
解
決
す
る
た
め
に
、
過
去
の
調
査
結
果
と
の
比
較
を
行
な
う
。
（１）一九六八年岡村忠夫他「生徒と政治についての調査」小学校三年から高校三年まで、標本数．六、四一三、
集
合
調
査
法
、
調
査
地
点
東
京
都
・
神
戸
市
・
札
幌
市
・
長
崎
市
・
金
沢
市
・
広
島
県
郡
部
・
青
森
県
郡
部
、
調
査
校
は
便
宜
に
よ
（
３
）
一
九
七
八
年
．
七
九
年
地
方
自
治
協
会
「
市
民
意
識
と
地
方
自
治
」
母
集
団
・
七
八
年
東
京
都
町
田
市
Ｑ
石
川
県
金
沢
市
七
九
年
全
国
の
有
権
者
、
層
別
二
段
階
抽
出
、
標
本
数
．
七
八
年
一
、
○
六
九
七
九
年
二
、
○
一
○
面
接
調
査
法
。
（４）一九八七年社会経済国民会議「有権者の生活意識と投票行動に関する意識調査」（「ＮＩＲＡ」調査）、母集
団
・
東
京
の
有
権
者
、
層
別
二
段
階
抽
出
標
本
数
．
一
、
二
○
○
、
面
接
調
査
法
。
（
２
）
一
九
八
九
年
相
内
俊
一
・
岡
村
忠
夫
「
社
会
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
小
学
校
三
年
か
ら
高
校
三
年
ま
で
、
標
本
数
．
四
、
一
一
一
三
、
集
合
調
査
法
、
調
査
地
点
東
京
都
・
札
幌
市
近
郊
・
北
海
道
北
部
の
小
都
市
・
和
歌
山
県
郡
部
、
調
査
校
は
便
宜
に
よ
り
選定。
り選定。
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四
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五二
い
。
「
議
会
制
民
主
政
治
」
を
支
持
す
る
か
し
な
い
か
と
い
っ
た
質
問
は
、
有
権
者
を
対
象
と
す
る
政
治
意
識
調
査
で
は
な
さ
れ
な
い
。
「
議
会
制
民
主
政
治
」
に
つ
い
て
の
意
識
は
あ
ま
り
に
も
共
有
さ
れ
て
お
り
、
質
問
が
無
意
味
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
意
識
も
先
天
的
な
も
の
で
は
な
く
、
人
々
が
後
天
的
に
獲
得
す
る
も
の
で
あ
る
。
共
有
さ
れ
る
意
識
は
、
一
般
に
政
治
文
化
論
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
共
有
さ
れ
る
意
識
は
い
つ
形
成
さ
れ
る
の
か
、
ま
た
生
涯
に
わ
た
っ
て
変
化
す
る
こ
と
は
な
い
の
か
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
問
題
を
調
査
で
え
ら
れ
た
デ
ー
タ
と
の
関
連
で
検
討
し
た
い
。
ま
た
、
多
く
の
政
治
意
識
調
査
で
は
「
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
態
度
表
明
は
重
視
さ
れ
な
い
。
質
問
作
成
に
あ
た
っ
て
「
わ
か
ら
な
い
」
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
よ
う
に
し
、
「
あ
え
て
い
え
ば
」
な
ど
再
度
質
問
す
る
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
「
わ
か
ら
な
い
」
の
内
容
も
重
視
す
る
。
「
わ
か
ら
な
い
」
か
ら
何
ら
か
の
態
度
を
表
明
で
き
る
よ
う
に
な
る
過
程
は
、
と
り
わ
け
未
成
年
期
に
お
け
る
政
治
意
識
形
成
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
。
本
稿
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
〔
Ｉ
〕
で
は
未
成
年
期
の
政
治
的
社
会
化
研
究
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
亜
視
さ
れ
て
き
た
政
治
家
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
未
成
年
と
成
年
を
比
較
し
、
そ
の
連
続
・
変
容
・
断
絶
を
検
討
す
る
。
〔
Ⅱ
〕
に
お
い
て
、
最
近
ま
す
ま
す
論
じ
られることが多くなった政治不信の榊造とその意味を、政治家像、政治的有効性感覚などとの関連で考える。一一一一口語表
現
で
は
明
ら
か
に
政
治
不
信
で
あ
っ
て
も
、
意
識
の
基
底
部
分
で
は
不
信
が
貫
徹
さ
れ
な
い
側
面
が
あ
る
。
〔
Ⅲ
〕
未
成
年
と
成
人
か
ら
構
成
さ
れ
る
調
査
対
象
が
、
現
実
政
治
を
ど
の
よ
う
に
表
象
し
、
受
け
と
め
て
い
る
か
と
い
う
「
政
治
的
認
知
」
を
砿
認
し
、
年
代
を
こ
え
て
共
有
さ
れ
る
態
度
の
検
朋
を
試
み
る
。
そ
し
て
政
治
意
識
の
指
標
と
さ
れ
て
き
た
「
政
党
支
持
」
や
「
保
守
ｌ
革
新
」
に
関
し
て
、
選
択
や
意
志
表
示
の
比
率
に
沿
っ
て
見
ら
れ
る
年
代
問
構
成
を
確
認
す
る
。
〔
Ⅳ
〕
に
お
い
て
は
、
過
去
の
類
似
調
査
結
果
も
参
考
に
し
ながら、成人に関するコウホート的な考察を実施し、「政党支持」を中心とする政治意識の変容の含意を検討したい。
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ま識すのノIIiとすぐし
で洲る１lilll齢つる認て政
も査態ががてこ識而１台
ながｌＵＺｉｌ上」二もとす祝家
いし．絞昇、をるさ、
政。ば評的すア可・れと龍少しＩｌＩｉはるメ能イてり慶年ばとつにリに｜きわの期行結きっ力しスたけ継、なびりれの、卜゜総
統青わつして大アン小１１M妻年れ〈て、銃メら学大容Ｍ１〈酬孟iilll建溢'異同おるが一がよの幼学大
村い。側ノＬさう政少ｌｌｉ統
・て内察六まに治年のＩｉｌｉ塞篝要嘉一完菫雇葉'1工余
さ持た」代なにに雄もつ
れ率・に政ＩＬＭ対得た九
たがイイお治想すさち政
総そ樅い意化るれは治
ILMの者て識さ→る、の
大とに、がれ－高さ頂
’五きおデ形る般度ま点
像のいモ成こ的にざに
は総てにさと支ＩＬＩ１まあ
、ＩＵｌも対れは時想なる
有大、するなＬ化政存
椛Ｉｌｉ１ｉｌｈｌる基い」青さ治在
者の実態礎が養れ割７に
とイの度と、のた象っ
なメ、（よな総基大の１１
つ’ま、る１１Ｍ礎統なて
たジ九政と大と頒かの
成と、党ｌｌｌｉｌ苣ｌｌな像でイ
年帝あ支定のるが、メ
期接る持さイと大総｜
に（こべよれメ考統１１１ジ
お結きりる｜えへ価大は
いび政ｊＴｌＬｏジたユイlill、ｌＪｉ、
てつ治いた（よ。と、政
、い家ｌｌ４ｉとｌＵ１［｜い大治
そて像！U｜え１Ｍ：本う統意
のいをにばでの政飢識
五どるｌ柴総、あ幼治を形三のこるｌｌｌ１保るいflillも成
Ｉｌ１ｌｌと允大革・子度つの
血はめｌｌｉのそどをと旭
がいのに対しも受も点
持う意対立てに容早と
、
〔
Ｖ
〕
は
綜
合
的
考
察
で
あ
っ
て
、
調
査
結
果
に
見
ら
れ
る
政
治
意
識
全
体
の
榊
造
、
そ
れ
ぞ
れ
の
柵
成
要
因
の
相
互
関
連
を
明
ら
か
に
し
、
中
学
生
か
ら
高
齢
者
に
い
た
る
経
年
に
よ
る
そ
の
構
造
・
関
連
の
連
続
・
転
換
を
考
え
る
。
〔
Ｉ
〕
政
治
家
像
総
叫
大
臣
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一
九
六
八
年
は
佐
藤
内
閣
の
中
期
で
あ
り
、
沖
繩
返
還
を
最
大
の
政
治
課
題
と
し
て
掲
げ
て
い
た
。
六
六
年
頃
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
「
黒
い
霧
」
は
尾
を
引
い
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
疑
獄
と
比
較
す
れ
ば
小
規
模
で
あ
っ
た
。
日
本
各
地
で
公
害
問
題
が
噴
出
し
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
め
ぐ
っ
て
べ
平
連
が
祈
発
に
行
動
し
て
い
た
。
ま
た
、
大
学
紛
争
が
激
化
の
き
ざ
し
を
見
せ
は
じ
め
た
頃
で
あ
っ
た
。
他
力
、
六
七
年
に
は
国
民
総
生
産
が
自
由
世
界
で
三
位
に
な
っ
て
い
る
。
調
査
時
期
に
も
っ
と
も
近
い
内
閣
支
持
率
は
「
支
持
す
る
」
四
一
％
、
「
支
持
し
な
い
」
三
七
％
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
戦
後
の
平
均
的
な
内
閣
支
持
率
と
い
っ
て
よ
い
。
八
九
年
は
、
消
費
税
を
導
入
し
た
竹
下
内
閣
が
「
リ
ク
ル
ー
ト
事
件
」
と
の
関
連
も
あ
っ
て
退
陣
し
た
年
で
あ
る
。
「
リ
ク
ル
ー
ト
事
件
」
に
は
自
民
党
の
有
力
者
の
多
く
と
の
か
か
わ
り
が
報
道
さ
れ
た
。
そ
の
後
を
継
い
だ
宇
野
宗
佑
は
、
女
性
問
題
の
醜
聞
が
明
る
み
に
出
て
、
ま
た
、
七
月
の
参
議
院
選
挙
で
自
民
党
が
大
敗
し
た
責
任
を
と
っ
て
、
わ
ず
か
二
ヶ
月
で
退
陣
し
た
。
調
査
が
行
な
わ
れ
た
の
は
、
海
部
内
閣
発
足
直
後
で
あ
る
。
海
部
は
その後高い支持率をえるが、この時期ではまだ評価は定まっていない。内閣支持率は、竹下末期八％、宇野二一一一％、
（９） 
海
部
初
期
三
八
％
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
周
囲
の
環
境
の
ち
が
い
は
小
学
生
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
、
二
法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
四
号
五
四
続
し
、
ど
の
側
面
が
変
容
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
総
理
大
臣
像
は
小
学
校
の
段
階
で
大
き
く
変
化
す
る
。
ま
ず
、
今
回
の
調
査
で
は
割
愛
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
小
学
生
の
意
識
の
様
相
を
、
一
九
六
八
年
、
八
九
年
の
調
査
に
も
と
づ
き
要
約
し
て
お
き
た
い
。
総
理
大
臣
に
つ
い
て
次
の
質
問
が
な
さ
れ
た
。
問
（
Ａ
）
総
理
大
阻
は
正
直
で
し
ょ
う
か
、
う
そ
つ
き
で
し
ょ
う
か
。
Ⅲ
と
て
も
正
直
②
爪
直
③
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
Ⅲ
と
き
ど
き
う
そ
を
つ
く
⑤
い
つ
も
う
そ
を
つ
く
０
わ
か
ら
な
い
問
（
Ｂ
）
総
理
大
臣
は
総
理
大
臣
と
し
て
の
責
任
を
は
た
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
選
択
肢
は
（
Ａ
）
に
準
ず
る
。
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問Ａ総!'1大lii「ilHil'１」・l1i疋的評価
「とてもil=ih」＋「il2ir〔」の比率
っ
の
調
査
に
共
通
す
る
、
ま
た
連
続
す
る
側
面
も
観
察
さ
れ
る
。
全
般
的
に
見
れ
ば
、
調
査
時
の
総
理
大
臆
が
だ
れ
で
あ
れ
、
子
ど
も
の
総川大臣像の形成には、政治環境の違い、年川の雄をこえて、共皿するⅢ川が強く現われる。
一
・
一
図
と
一
・
二
図
は
、
総
剛
大
臣
の
「
正
直
」
と
「
責
伍
」
に
つ
い
て
の
肯
定
的
評
価
、
す
な
わ
ち
、
「
と
て
も
正
直
」
と
「
爪
直
」
、
「
よ
く
責
任
を
は
た
し
て
い
る
」
と
「
ま
あ
責
征
を
は
た
し
て
い
る
」
の
合
計
の
比
率
を
学
年
ご
と
に
高
校
三
年
ま
で
示
し
た
も
の
（川）
で
あ
る
。
一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
低
学
年
ほ
ど
総
理
大
臣
に
対
し
て
好
意
的
で
あ
る
。
と
は
い
》
え
、
ア
メ
リ
カ
の
低
学
年
の
子
ど
も
た
ち
が
大
統
領
を
高
度
に
理
想
化
す
る
傾
向
は
日
本
で
は
見
ら
れ
な
い
。
六
八
年
の
小
学
校
三
年
で
も
、
総
皿
大
厄
を
積
極
的
に
肯
定
す
政
治
態
度
の
継
続
と
変
容
（
岡
村
・
松
本
）
凡
Ⅱ
図
％
、
５ (-196811:・束〕;（
／,〈
989年I
東京
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2０ 
、
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法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
四
号
一几一ハ
る
、
す
な
わ
ち
「
と
て
も
正
直
」
と
す
る
の
は
二
六
％
、
「
よ
く
責
任
を
は
た
し
て
い
る
」
と
す
る
の
は
五
○
％
に
す
ぎ
な
い
。
学
年
が
比
外
す
る
つ
れ
て
、
総
肌
大
脳
の
評
仙
は
急
激
に
低
下
す
る
。
八
九
年
の
政
界
の
混
乱
は
子
ど
も
た
ち
に
も
影
響
を
与
え
、
「
正
直
」
「
責
任
」
と
も
に
評
価
が
低
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
決
定
的
で
は
な
い
。
全
学
年
を
通
じ
て
、
評
価
は
低
下
す
る
も
の
の
、
「
正
直
」
よ
り
「
責
征
」
が
よ
り
評
Ⅲ
さ
れ
る
。
「
肛
直
」
と
い
う
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
川
而
よ
り
「
責
任
」
と
い
う
イ
ン
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
側
川
を
評
川
す
る
傾
向
は
ア
メ
リ
カ
の
子
ど
も
の
大
統
緬
に
対
す
る
態
度
で
も
兄
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
よ
り
高
学
年
に
な
っ
て
現
わ
れ
る
も
の
で
（Ⅱ） 
あ
っ
て
、
日
本
で
は
、
低
学
年
の
段
階
か
．
ｂ
イ
ン
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
側
而
が
よ
り
評
仙
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
高
学
年
に
な
る
と
総
皿
大
胞
に
対
す
る
否
定
的
評
価
が
増
加
す
る
が
、
「
い
つ
も
う
そ
を
つ
く
」
「
ほ
と
ん
ど
責
任
を
は
た
し
て
い
な
い
」
と
積
極
的
に
否
定
す
る
も
の
は
少
数
で
あ
る
。
も
っ
と
も
多
く
な
る
の
は
、
「
肥
直
」
「
買
価
」
と
も
に
「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
で
あ
る
。
否
定
す
る
場
合
で
も
消
極
的
否
定
の
段
階
に
と
ど
ま
る
。
評
価
の
比
率
の
学
年
に
よ
る
変
化
は
小
単
生
で
大
き
く
、
中
学
生
で
は
小
さ
く
な
る
。
今
回
の
洲
汽
と
の
比
較
の
た
め
、
こ
こ
で
は
市
兆
爪
の
結
果
を
示
し
て
あ
る
が
、
標
本
数
が
多
い
灸
国
で
見
る
と
、
中
学
校
一
年
以
北
の
年
齢
に
よ
る
変
化
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
る
。
比
率
の
変
化
か
ら
見
る
と
総
理
大
脳
像
は
小
学
校
六
年
か
ら
中
学
生
に
か
け
て
定
着
す
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
は
た
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
有
椛
背
も
含
め
て
、
以
下
検
討
し
て
い
き
た
い
。
九
七
年
の
今
回
の
洲
斉
で
は
、
「
爪
直
」
「
責
任
」
に
つ
い
て
は
総
肌
大
阪
で
は
な
く
橋
本
首
相
と
し
、
総
川
大
阪
で
は
「
信
帆
」
に
っ
い
て
次
の
よ
う
に
質
問
し
た
。
問
３
１
（
１
）
橋
本
首
相
は
、
正
直
だ
と
恩
い
ま
す
か
、
う
そ
つ
き
だ
と
思
い
ま
す
か
。
問
４
１
（
１
）
楠
木
首
相
は
、
首
相
と
し
て
の
責
征
を
は
た
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
（選択肢は問（Ａ）（Ｂ）と同じ。五段階評価。）
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総
皿
大
厄
と
い
う
普
通
名
詞
で
質
問
す
る
場
合
と
橋
本
肯
相
と
い
う
固
有
名
詞
で
質
問
す
る
場
合
で
は
、
そ
の
内
容
が
虚
な
っ
て
い
る
Ⅲ
而
も
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
包
は
異
な
る
。
総
皿
人
距
の
場
合
、
そ
の
と
き
の
総
肌
大
脳
だ
け
で
な
く
、
そ
の
他
の
総
肌
大
脳
も
視
野
に
入
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
前
回
の
結
果
と
単
純
に
比
校
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
「
正
而
」
「
責
価
」
「
信
加
」
の
評
Ⅲ
の
検
討
に入る前に、まず普通名詞と固有宿詞の問魍を考えたい。その手がかりとなるのは、「わからない」の比率である。
一・三図は、橋本「爪血」「責任」総皿「信頼」についての「わからない」の惟穆である。「わからない」は「正直」
に
つ
い
て
中
学
校
一
、
一
一
年
で
四
○
％
、
や
や
低
下
す
る
高
校
三
年
で
も
一
一
三
％
あ
る
。
「
責
任
」
に
つ
い
て
見
る
と
、
そ
の
比
率
は
中
学
校
一
、
二
年
で
三
○
％
前
後
、
高
校
一
、
一
一
年
で
一
一
○
％
で
あ
る
。
中
高
校
化
の
こ
の
「
わ
か
ら
な
い
」
の
比
率
は
、
総
皿
大
胆
の
「正直」「責任」と池口通名詞で質問した六八年、八九年の洲杏と比較すると、きわめて高率である。一・四図を参照さ
れたい。この「わからない」について過去二回の洲杏はほぼ同じ傾向を示し、「正直」「責征」とも中学生で一○％前
後、高校生で七％前後である。小学校三、四年でも一一○％前後である。今回の総理人匝「信邨」Ⅱ「わからない」の
比
率
は
、
前
二
回
の
総
剛
大
脳
「
肛
直
」
「
責
征
」
に
つ
い
て
の
「
わ
か
ら
な
い
」
に
大
き
く
接
近
し
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
「
脈
直
」
「
責
任
」
「
信
頼
」
は
そ
れ
ぞ
れ
意
味
が
異
な
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
と
く
に
個
人
の
「
正
直
」
の
評
価
に
は
た
め
ら
い
の
傾
向
が
政
治
態
唆
の
継
続
と
変
容
（
岡
村
・
松
本
）
九
七
問
旧
あ
な
た
は
、
こ
こ
に
あ
げ
る
人
た
ち
を
信
加
で
き
ま
す
か
、
そ
れ
と
も
信
頼
で
き
ま
せ
ん
か
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
お
答
え
く
だ
さ
い
。
（
１
）
総
肌
大
原
Ⅲ
と
て
も
信
頼
で
き
る
②
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
信
加
で
き
る
Ⅲ
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
Ⅲ
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
信
頼
で
き
な
い
⑤
と
て
も
信
噸
で
き
な
い
Ⅲ
わ
か
ら
な
い
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１．３図問３．１，問４．１，問１６．１
橋本「'1：illl」「責任」総ＨＩ１「|i術i」
「わからない」の比率
あ
る
。
し
か
し
、
「
わ
か
ら
な
い
」
を
人
き
く
左
右
す
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
有
椛
打
に
な
る
と
、
橋
本
「
脈
直
」
「
責
伍
」
の
「
わ
か
ら
な
い
」
は
低
率
に
な
り
、
総
叫
「
信
加
」
の
「
わ
か
ら
な
い
」
と
の
差
も
ほ
と
ん
ど
な
く
な
る
。
未
成
年
に
お
い
て
「
わ
か
ら
（旧）
ない」の比率の叢をもたらすのは、池口通名詞か固有名詞かである。彼一ｂにとって受容しやすく、認知スクリーンに映
じ
や
す
い
の
は
、
総
理
大
原
個
人
で
な
く
、
抽
象
的
な
総
瑚
大
臣
と
い
う
存
在
で
あ
る
。
後
に
見
る
よ
う
に
、
国
会
議
員
と
い
う
よ
り
抽
象的な集合名詞についても巾高校生は一定の理解をし、「わからない」は少数である。これは、社会に流布している
ステレオタイプの受容によって可能になると惟川されるよう。中学生から高校生にかけて総川大臣の評価の変化が小
％
帥
法
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志
林
第
九
十
八
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第
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さくなり、一間において、総理大臣像の定着と見ることができるが、それはステレオタイプの定着にほかならない。
有
権
者
ま
で
視
野
に
入
れ
、
他
の
質
問
と
の
関
連
を
見
る
と
、
政
治
家
像
の
形
成
は
、
こ
う
し
た
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
か
ら
の
脱
却
と
い
う
形
で
さ
ら
に
進
行
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
を
第
二
の
政
治
的
社
会
化
と
い
っ
て
い
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
側
面
は
、
他
の
政
治
家
の
イ
メ
ー
ジ
と
合
せ
て
、
後
に
検
討
す
る
。
子
ど
も
に
と
っ
て
、
固
有
名
詞
の
首
相
よ
り
普
通
名
詞
の
総
理
大
臣
の
方
が
答
え
や
す
い
か
ら
と
い
っ
て
、
総
理
大
臣
の
具
体
的
な
姿
（⑬） 
が
見
》
え
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
八
九
年
の
調
査
で
、
与
野
党
の
党
首
を
写
真
で
識
別
す
る
質
問
を
し
た
と
こ
ろ
、
海
部
俊
樹
を
正
し
く
選
んだものは、中学校の段階で九○％弱に達している。高校になると九六％以上である。海部以上に知られていたのは、
調
査
前
の
参
議
院
選
挙
で
「
山
が
動
い
た
」
勝
利
を
収
め
た
社
会
党
の
土
井
た
か
子
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
他
の
野
党
の
党
首
石
田
幸
四
郎
、
不
破
輝
三
、
永
末
英
一
は
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
中
学
校
一
年
で
い
ず
れ
も
二
○
％
を
や
や
こ
え
る
程
度
で
あ
り
、
高
校
生
で
も
三○％前後にすぎない。調査の時点は海部の首杣就任直後でよく知られていたという事情も考えられるが、政治家の
な
か
で
首
相
が
と
く
に
目
立
つ
こ
と
は
橋
本
に
つ
い
て
も
い
え
よ
う
。
村
山
か
ら
の
「
禅
譲
」
を
受
け
た
橋
本
は
、
調
査
の
前
年
一
○
月
の
総
選
卒
で
の
自
民
党
勝
利
の
後
、
第
二
次
橋
本
内
閣
を
発
足
さ
せ
て
い
る
。
調
査
時
に
近
い
九
七
年
九
月
橋
本
内
閣
の
支
持
率
は
五
三
（川）
％であった。これは橋本内閣のもっとも高い支持率で、六月は四二一％、一一一月は一一一六％であった。
総
理
大
臣
、
橋
本
首
相
と
質
問
内
容
は
異
な
る
が
、
連
続
性
を
探
る
た
め
に
、
六
八
年
、
八
九
年
、
九
七
年
の
中
高
校
生
の
「
責
任
」
の
否
定
的
評
価
「
あ
ま
り
責
任
を
は
た
し
て
い
な
い
」
と
「
ほ
と
ん
ど
責
任
を
は
た
し
て
い
な
い
」
の
合
計
の
比
率
を
あ
え
て
比
較
す
る
。
八
九
年
の
中
学
校
三
年
が
と
く
に
高
い
こ
と
を
別
に
す
れ
ば
、
前
二
回
の
否
定
的
評
価
は
ほ
ぼ
同
水
準
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
今
回
は
一
貫
し
て
低
く
な
っ
て
い
る
。
首
相
個
人
よ
り
も
総
理
大
臣
一
般
を
よ
り
批
判
し
や
す
い
と
い
う
側
面
も
考
え
ら
れ
よ
政
治
態
度
の
継
続
と
変
容
（
岡
村
・
松
本
）
五
九
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１．５図問３．１，問４．１，問１６．１
橋本「j[iIl〔」「i9i([」総H1！「信頼」
肯定的評llIi・「il2lli」＝「どちらともいえない」
の比率
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六
○
うが、今回の調査で「わからない」が多いことを考え、「わからない」を除外した否定的評価の比率を見ると、前二
回
の
比
率
に
ほ
ぼ
重
な
る
。
個
人
を
評
価
す
る
と
き
た
め
ら
い
は
あ
っ
て
も
、
中
高
校
生
は
判
断
す
る
場
合
、
橋
本
首
相
と
総
理
大
臣
一
般をそれほど区別しているとは考えられない。後に見るように、この年齢層でも、橋本「責任」と総理「信頼」の相
関
は
か
な
り
高
い
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
中
高
校
生
の
橋
本
首
相
「
責
任
」
の
否
定
的
評
価
の
程
度
は
、
前
二
回
の
総
理
大
臣
の
そ
れ
と大きく隔たっているとはいえないのではないだろうか。前に小中学生について見た、「正直」より「責任」をより
評
価
す
る
、
肯
定
す
る
に
せ
よ
、
否
定
す
る
に
せ
よ
横
極
的
態
度
が
少
な
い
と
い
う
傾
向
は
こ
こ
で
も
連
続
し
て
い
る
。
％
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未成年期にこのように形成される総皿大胞像は、一一○歳台以上の何椛者になるとどのように変化するのであろうか。
比率の変化が大きいのは、橋本「正直」の「どちらともいえない」、橋本「責任」の「よく責任をはたしている」と
１．７図問３．１，問４．１，問１６．１
橘本「ilIilh」「ｉｉｉ([」総jM1「(荊頼」
ilv(illiの）Ｍｉ
｢とてもiIiid〔」
Ｎ １
．
．
》
２
生
ｌ
者
学
高 校
ｌ
１
 
ｋ
ｉ
 
〃１ －１
 
「正直」
政治態度の継続と変容（川村人松本）
Ⅲ
Ⅲ
 
Ｉ
●
雲
626 
680 
8４２ 
｢ほとんど責任を100％｢よく貴([を
ない」
中学生
舵高校生
「とても100％
i鰄馴ヅで亨蓬iい
｢とても
信頼できる」
/i熊:ｗ‘ ｢どちらともいえない」
['１学生
蕊高校生
有権行
100％ 
(無回答は「わからない」に含めた。すべてにわたって1％以下である｡）
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一ハーー
「まあ責任をはたしている」の肯定的評価、総理「信頼」の「とても信頼できる」と「どちらかといえば信頼できる」
の
肯
定
的
評
価
で
あ
る
。
肯
定
的
評
価
に
「
正
直
」
Ⅱ
「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
を
加
え
た
経
年
に
よ
る
変
化
を
一
・
五
図
に
示
す
。
橋
本
「
脈
直
」
の
「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
は
、
文
面
上
で
は
肯
定
で
も
否
定
で
も
な
い
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
橋
本
「
責
任
」
の
肯
定
的
評
価
と
結
び
つ
く
傾
向
が
あ
り
、
政
治
家
「
肥
直
」
の
肯
定
的
評
価
の
一
つ
の
形
態
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
否
定
的
評
川
の
惟
移
は
一
・
六
図
を
見
ら
れ
た
い
。
一
・
五
図
と
一
・
六
図
で
は
、
中
高
校
生
と
有
権
者
を
並
列
し
て
示
す
が
、
中
高
生
が
一
年
刻
み
で
あ
る
の
に
対
し
て
有
権
者
で
は
一
○
年
刻
み
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
有
椛
者
の
年
齢
に
よ
る
変
化
は
穏
や
か
で
あ
る
こ
と
に
閑
意
さ
れ
た
い
。
な
お
、
五
つ
の
選
択
肢
の
傾
向
を
、
中
学
生
、
高
校
生
、
有
椛
者
の
三
つ
に
分
け
て
一
・
七
図
に
示
す
。
有
権
者
と
中
高
校
生
と
で
は
叢
は
あ
る
が
、
橋
本
「
責
任
」
が
「
正
直
」
よ
り
評
価
さ
れ
る
傾
向
は
一
貸
し
て
い
る
。
総
川
「
信
加
」
は
そ
の
中
間
で
あ
る
。
橋
本
「
正
直
」
の
「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
は
未
成
年
で
は
三
○
％
前
後
で
あ
る
が
、
有
権
者
で
は
五
○
％
を
は
さ
ん
で
年
齢
と
と
も
に
上
昇
す
る
傾
向
を
示
す
。
二
○
歳
以
上
で
は
「
わ
か
ら
な
い
」
が
減
少
し
、
「
と
き
ど
き
う
そ
を
つ
く
」
が
微
減
す
る
が
、
そ
の
減
少
分
の
多
く
が
「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
に
ま
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
橋
本
「
責
任
」
総
理
「
信
柧
」
の
肯
定
的
評
仙
は
有
椛
者
に
な
る
と
年
齢
と
と
も
に
着
実
に
上
昇
す
る
。
そ
れ
は
総
川
「
信
帆
」
に
お
い
て
よ
り
伽
菩
で
あ
り
、
橋
本
「
責
任
」
で
は
上
昇
率
は
小
さ
い
。
い
ず
れ
の
場
合
で
も
肯
定
的
評
価
を
押
し
上
げ
て
い
る
の
は
消
極
的
肯
定
で
あ
っ
て
、
精
極
的
肯
定はわずかである。小学校三年から高校三年までの比率の変化から見ると、総剛大臣像は巾高校生の段階で定着する
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
緩
慢
な
が
ら
有
権
者
に
お
い
て
年
齢
と
と
も
に
変
化
す
る
。
有
権
者
に
お
い
て
、
総
理
大
臣・首相が巾高校生より肯定的に見られるようになることは明らかである。それは、ライフ・サイクルによる意識の
差
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
世
代
差
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
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１．８図問Ｂ，問４．１
総理・ｉｖＨＩｌ「l1i([」
肯定的;Williの総ｲＩＨによる推移
「よく責任をはたしている」
＋「まあI1i([をはたしている」の比率
１．１表問３．１×問４．１×問１６．１
橋本「正I｡」「fi([」
総理「信航」の+１１関係数
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一九六八年の高校生、八九年の高校化は、几七年にはそ
れ
ぞ
れ
四
○
歳
台
、
二
○
歳
台
に
な
る
。
高
校
生
を
基
準
に
、
総
川・首相の「責任」評価を手がかりに世代、ライフ・サイ
クルの問題を考えたい。標本数が十分でなく、質問も異な
り、六八年、八九年の高校生と九七年の二○歳台、四○歳
台を比較するので無理があるが、あえて「責任」の肯定的
評Ⅲを示すと一・八図のようになる。四○歳台、二○歳台
になると肯定的評価は増加する。三つの調査で、この点に
関
す
る
高
校
生
の
比
率
に
は
大
き
な
兼
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
、
、
、
、
、
「責征」の評価に限定すれば、周川の隙境の変化はあった
がその影響は小さいといえよう。総理大原像の世代差はい
つ形成されるのか。少なくとも、高校までの意識形成によ
る
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
八
年
よ
り
も
二
九
年
の
年
月
兼
が
大
き
な
差
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
い
く
と、二○歳以上の年齢でも政治意識の形成、第二の政治的
社会化が進行すると椛測できるのではないだろうか。中高
校
生
と
有
権
者
の
調
査
方
法
の
違
い
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
が
、
単
ルハ一一一
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相
互
関
述
を
よ
り
詳
し
く
見
る
た
め
に
ク
ロ
ス
集
計
を
行
な
っ
た
。
簡
叩
の
た
め
に
、
一
・
九
図
と
一
・
一
○
図
に
橋
本
「
責
脈
」
を
楠本「爪直」、総川「信加」から見た結果を中学生、高校生、何椛門の一一一つにわけて示す。すべての年齢を通じて、
「正直」の「どちらともいえない」のグループは、「よく責任をはたしている」の横極的肯定を選ぶものはきわめて少
数
で
あ
る
が
、
「
ま
あ
責
任
を
は
た
し
て
い
る
」
の
消
極
的
肯
定
で
は
き
わ
め
て
多
い
。
そ
れ
は
、
中
学
生
で
四
三
％
、
高
校
生
で
川
三
％、有権者では四九％である。総即「信頼」の「どちらともいえない」も同じような傾呵を示すが、肯定的傾向はや
や弱く、中学生一一一三％、高校生三七％、有権者三七％である。「ときどきうそをつく」は、杣関の高さから推定され
橋
本
「
正
直
」
「
責
任
」
総
肌
「
信
紺
」
の
関
連
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
相
互
の
机
閃
係
数
を
一
・
一
表
に
示
す
。
全
般
に
高
い
肥
の
Ⅲ
関
が
見
ら
れ
る
。
柚
木
首
相
に
つ
い
て
の
「
わ
か
ら
な
い
」
が
中
高
校
生
に
多
い
が
、
判
断
を
下
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
橋
本
首
相
も
総
肌
大
腿
も
同
じ
価
向
で
評
川
さ
れ
る
と
い
え
よ
う
。
標
本
数
が
多
く
な
い
の
で
、
｜
側
し
た
継
年
の
挑
移
を
述
べ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
中
高
校
生
と
有
椛
者
を
あ
え
て
比
較
す
れ
ば
、
相
関
は
、
「
正
直
」
Ⅱ
「
責
任
」
は
巾
高
校
生
に
お
い
て
や
や
高
く
、
「
庇
直
」
Ⅱ
「
信
柧
」
と
「
責
任
」
Ⅱ
「
信
頼
」
が
有
権
者
に
お
い
て
や
や
高
い
。
「
正
直
」
と
「
信
頼
」
は
共
に
に
人
物
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
側
而
に
関
連
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
巾
高
校
生
で
「
正
直
」
Ⅱ
「
信
加
」
の
机
関
が
や
や
低
い
こ
と
は
、
前
述
の
固
有
名
詞
と
辨
通
名
詞
の
ズ
レ
が
あ
る
際
腱
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
相
関
の
差
は
大
き
く
な
く
、
決
定
的
で
は
な
い
。
未
成
年
か
ら
成
年
へ
、
そ
し
て
成
年
に
お
い
て
も
首
相
・
総
川
の
評
川
の
比
率
は
変
化
す
る
が
、
そ
れ
は
同
じ
傾
向
の
内
部
関
連
な
い
。
未
成
年
か
ら
成
年
へ
、
そ
し
一
を
保
ち
つ
つ
挑
移
す
る
と
い
え
よ
う
。
純
集
計
で
高
校
生
と
二
○
歳
台
と
が
大
き
な
６
 
も
つ
と
も
変
化
が
見
ら
れ
る
年
齢
層
で
あ
る
。
法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
四
号
六
四
一校生と一一○歳台とが大きな差を示す質問結果も少なくない。そして、一一○歳ムロから三○歳台は有権者で
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るように「責征」の評川は否定に似くが、それでも、このグループのかなりの部分が「まあ責任をはたしている」と
考えている。その比率は、中学生一一一三％、高校生一一八％、有権者一一八％である。「どちらかというと信頼できない」
政治態度の継続と変容（岡村・松本）
六
五
9図問３．１×問４．１
橘本「iliiI'〔」×「寅任
ｈ
ｌ
生
者
ノ
ー
学
校
権
孕澗
イ
０ －１
 
「どちらともいえない」
Ｚ１ｌ１学生
き
ど
き
うiWi佼生
そ
を
つ
ミイＴｉ艦者
気｛'１学生
い
つ
も
：'１校化
を
つ
く
￣イ｢椛背
100％ 
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O図問１６．１×問４．１
総'１１１「偏頼｣×橘水「i1iIf」
法
学
志
林
節
九
十
八
巻
第
四
器
Ｎ 
５ 「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
偏
頼
で
き
る
」 ００ 
2２ 
２１８ 「ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
2６２ 
'1 
８ 「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
信
頼
で
き
な
い
」
2８ 
2４ 
「
と
て
も
傭
航
で
き
な
い
」
一ハーハ0３ 
「１
Ｌ」
鑿鑿鯏驫篝鱸ビ ７ 
００％ 
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も
「
と
き
ど
き
う
そ
を
つ
く
」
と
共
通
す
る
傾
向
を
示
し
つ
つ
も
、
「
信
頼
」
Ⅱ
「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
と
同
じ
よ
う
に
肯
定
は
少
な
い
。
相
関
が
同
レ
ベ
ル
で
あ
っ
て
も
、
「
正
直
」
の
一
段
階
下
の
評
価
が
「
責
任
」
の
肯
定
的
評
価
と
結
び
つ
き
、
「
責
任
」
と
「
信
噸
」
で
は
同
じ
ラ
ン
ク
の
評
価
間
の
結
び
つ
き
が
強
い
と
い
え
る
。
こ
の
傾
向
は
、
未
成
年
よ
り
有
権
者
に
お
い
て
幽
著
で
あ
る
。
「
正
直
」
の
「
と
き
ど
き
う
そ
を
つ
く
」
と
「
い
つ
も
う
そ
を
つ
く
」
、
す
な
わ
ち
消
極
的
否
定
の
グ
ル
ー
プ
と
積
極
的
否
定
の
グ
ル
ー
（旧）
プ
は
大
き
く
異
な
る
。
全
休
の
分
布
で
兄
る
と
、
首
相
・
総
理
が
批
判
的
に
見
ら
れ
る
と
い
っ
て
も
臓
柵
的
否
定
は
少
数
で
あ
っ
て
、
「
責
征
」
で
は
「
ほ
と
ん
ど
責
征
を
は
た
し
て
い
な
い
」
と
考
え
る
も
の
は
、
中
学
生
七
％
、
高
校
生
九
％
、
何
椛
行
六
％
で
あ
る
。
「
と
き
ど
き
う
そ
を
つ
く
」
の
グ
ル
ー
プ
で
も
、
首
杣
の
「
責
任
」
を
積
極
的
に
否
定
す
る
の
は
中
学
生
八
％
、
高
校
生
一
○
％
、
有
権
者
一
○
％
で
あ
っ
て
、
「
Ⅸ
直
」
の
消
極
的
否
定
が
「
責
任
」
の
積
極
的
否
定
に
結
び
つ
く
こ
と
は
少
な
い
。
し
か
し
、
「
い
つ
も
う
そ
を
つ
く
」
と
考
え
る
グ
ル
ー
プ
は
「
責
任
」
も
積
極
的
に
否
定
す
る
。
そ
れ
は
中
学
生
で
四
四
％
、
高
校
生
で
四
一
％
、
有
権
者
で
三
三
％
で
あ
る
。
有
権
者
の
こ
の
グ
ル
ー
プ
で
も
っ
と
も
多
い
の
は
「
あ
ま
り
責
任
を
は
た
し
て
い
な
い
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
「
ほ
と
ん
ど
責
任
を
は
た
し
て
い
な
い
」
は
、
他
の
グ
ル
ー
プ
と
比
較
す
る
と
際
立
っ
て
高
率
で
あ
る
。
総
剛
「
信
頼
」
の
「
と
て
も
信
頼
で
き
な
い
」
も
、
橋
本
「
血
直
」
の
積
極
的
否
定
の
グ
ル
ー
プ
と
同
じ
よ
う
に
、
橋
本
「
責
任
」
に
つ
い
て
き
わ
め
て
否
淀
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
高
校
生
と
有
椛
者
で
は
蒋
干
の
相
述
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
巾
高
校
生
で
は
、
「
い
つ
も
う
そ
を
つ
く
」
の
グ
ル
ー
プ
が
「
と
て
も
信
噸
で
き
な
い
」
の
グ
ル
ー
プ
よ
り
も
橋
本
「
責
征
」
に
つ
い
て
よ
り
否
定
的
で
あ
る
が
、
有
椛
背
で
は
そ
れ
が
逆
に
な
る
。
そ
の
差
は
あ
ま
り
大
き
く
な
い
が
、
未
成
年
と
成
年
に
お
け
る
具
体
的
首
相
と
一
般
的
総
理
大
臣
に
つ
い
て
の
表
象
の
ち
が
い
、
「
正
直
」
に
つ
い
て
の
考
え
方
の
ち
が
い
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
「
い
つ
も
う
そ
を
つ
く
」
Ⅱ
「
ほ
と
ん
ど
責
任
を
は
た
し
て
い
な
い
」
、
「
と
て
も
信
頼
で
き
な
い
」
Ⅱ
「
ほ
と
ん
ど
責
任
を
は
た
し
て
い
な
い
」
の
結
び
つ
き
は
、
標
本
全
体
か
ら
見
る
と
き
わ
め
て
少
数
で
あ
政
治
態
度
の
継
続
と
変
容
（
岡
村
・
松
本
）
六
七
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今
回
の
調
査
が
な
さ
れ
た
前
年
、
一
九
九
六
年
一
川
、
菅
直
人
は
第
一
次
橋
本
内
閣
の
厚
生
大
臣
に
就
任
し
た
。
背
を
有
名
に
し
た
の
は
エ
イ
ズ
問
題
で
あ
る
。
侍
は
入
閣
す
る
と
す
ぐ
に
「
Ⅲ
液
製
剤
に
よ
る
Ｈ
－
Ｖ
感
染
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
、
そ
の
調
査
結
果
に
も
と
づ
い
て
、
二
月
、
同
の
責
任
を
認
め
、
患
者
・
遺
族
に
謝
罪
し
た
。
東
京
Ｈ
ｌ
Ｖ
訴
訟
で
、
製
薬
会
社
の
加
害
貴
紙
を
ほ
ぼ
認
め
た
「
和
解
案
」
が
成
立
し
た
の
は
翌
三
川
で
あ
る
。
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
は
、
こ
の
過
腿
に
お
け
る
菅
の
迅
速
な
行
動
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
と
り
わ
け
仙
而
化
し
た
厚
生
行
官
僚
に
対
す
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
高
く
評
Ⅲ
し
、
大
き
く
報
道
し
た
。
ま
た
こ
の
頃
、
Ｏ
’
一
五
七
と
「
か
い
わ
れ
大
根
」
と
の
関
連
が
川
迦
に
な
り
、
菅
は
「
か
い
わ
れ
人
根
」
一
般
の
安
全
性
を
派
手
に
強
調
し
た
。
九
八
年
の
参
議
院
議
員
選
挙
で
民
主
党
が
躍
進
し
た
の
は
、
菅
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
が
寄
与
し
た
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
な
お
、
調
査
時
は
、
後
に
問
題
と
さ
れ
る
彼
の
「
女
性
問
題
」
は
ま
だ
表
面
化
し
て
い
な
い
。
青島幸男は、’九九五年の統一地方選率で、大阪の描山ノックとともにいわゆる無党派ブームにのり、一七○万票
橋
本
首
杣
の
「
正
直
」
「
責
杯
は
知
事
に
つ
い
て
な
さ
れ
た
。
法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
四
号
六
八
る
。
し
か
し
、
日
本
人
の
政
治
態
度
を
考
え
る
と
き
、
否
定
・
坐
同
定
だ
け
で
な
く
、
意
見
表
明
の
積
極
・
消
極
も
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
問
題
は
、
本
欄
「
〔
Ｉ
〕
’
三
政
治
家
像
の
背
景
」
「
〔
Ⅱ
〕
政
治
不
信
の
櫛
造
」
で
さ
ら
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
総
叫
大
臣
以
外
の
政
治
家
は
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
比
較
の
対
象
と
し
て
、
菅
直
人
と
青
鳥
幸
男
を
検
討
す
る
。
本
首
杣
の
「
正
直
」
「
責
任
」
と
同
じ
質
問
は
菅
前
厚
生
大
臣
、
青
島
東
京
那
知
事
に
つ
い
て
、
総
皿
大
原
の
「
信
頼
」
と
同
じ
質
問
二
背
直
人
・
青
烏
幸
男
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あ
ま
り
を
獲
得
し
て
東
京
都
知
事
に
当
選
し
た
。
青
島
、
横
山
の
当
選
で
無
党
派
層
の
勝
利
が
強
調
さ
れ
た
が
、
青
烏
の
全
有
権
者
に
対
す
る
得
票
率
Ⅱ
絶
対
得
票
率
は
一
八
％
に
す
ぎ
ず
、
棄
権
も
四
九
％
あ
っ
た
。
こ
の
選
挙
は
候
補
者
が
多
く
、
そ
れ
ま
で
の
都
知
事
選
挙
と
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
青
烏
が
都
民
の
圧
倒
的
支
持
を
え
た
と
は
い
い
が
た
い
。
そ
れ
で
も
、
青
烏
に
は
、
前
の
鈴
木
都
政
と
は
違
っ
た
新
風
を
期
待
す
る
雰
囲
気
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
話
題
と
な
っ
た
の
は
、
選
挙
で
公
約
と
し
て
掲
げ
た
東
京
湾
岸
地
域
で
の
都
市
博
中
止
の
み
で
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
に
映
ず
る
青
島
の
姿
は
参
議
院
議
員
時
代
と
は
大
き
く
異
な
り
、
独
自
色
を
祁
民
に
印
象
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
コ
ス
モ
信
川
組
合
の
処
剛
問
題
で
は
「
公
的
資
金
は
出
さ
な
い
」
と
の
公
約
を
撤
回
し
た
。
無
党
派
を
標
枡
し
て
い
た
か
ら
最
初
は
当
然
で
あ
ろ
う
が
、
都
議
会
に
与
党
的
流
れ
を
形
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
都
庁
の
官
僚
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
た
と
は
い
い
が
た
い
。
か
っ
て
は
テ
レ
ビ
の
「
意
地
悪
ば
あ
さ
ん
」
な
ど
の
タ
レ
ン
ト
活
動
で
人
気
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
調
査
時
の
巾
高
校
生
に
は
無
縁
で
あ
ろ
う
。
「
意
地
懇
ば
あ
さ
ん
」
を
知
っ
て
い
る
成
年
層
に
は
、
参
議
院
議
員
時
代
の
青
陽
の
活
動
に
は
連
続
性
が
見
出
せ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
都
知
事
と
し
て
の
青
島
と
重
ね
合
せ
る
こ
と
は
川
靴
で
、
か
え
っ
て
ギ
ャ
ッ
プ
を
意
識
さ
せ
る
も
の
に
な
ろ
う
。
問
３
１
（
２
）
菅
前
厚
生
大
臆
は
、
正
直
だ
と
思
い
ま
す
か
、
う
そ
つ
き
だ
と
思
い
ま
す
か
。
（
３
）
青
烏
東
京
祁
知
事
は
、
正
直
だ
と
思
い
ま
す
か
、
う
そ
つ
き
だ
と
思
い
ま
す
か
。
問
４
１
（
２
）
菅
前
厚
生
大
胞
は
、
大
胞
と
し
て
の
責
任
を
は
た
し
た
で
し
ょ
う
か
。
（
３
）
青
鳥
東
京
都
知
事
は
、
知
事
と
し
て
の
責
任
を
は
た
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
問
冊
あ
な
た
は
、
こ
こ
に
あ
げ
る
人
た
ち
を
信
頼
で
き
ま
す
か
、
そ
れ
と
も
信
頼
で
き
ま
せ
ん
か
。
（
３
）
知
事
政
治
態
度
の
継
続
と
変
容
（
岡
村
・
松
本
）
六
九
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１．１１図問３．２，問３．３
菅・青烏「IEiI`[」
評価の分布
菅
、
青
島
の
「
正
直
」
「
責
任
」
の
評
価
の
年
齢
に
よ
る
推
移
に
は
、
橋
本
首
相
の
評
価
と
は
か
な
り
異
な
る
傾
向
が
現
わ
れ
て
い
る
。
ま
ず
「
わ
か
ら
な
い
」
の
推
移
か
ら
見
て
い
き
た
い
。
も
っ
と
も
目
に
つ
く
の
は
、
未
成
年
に
お
け
る
菅
に
つ
い
て
の
「
わ
か
ら
な
い
」
法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
四
号
、
ノ
アー、|｜“蝋１１１学生
Jll） ｜Ⅲ 菅高校生
＝=＝ 
盾４ヨ
ーコ
有権者
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
 
学生
＃繍校』
有権者
１００％ 
「
Ｊ
Ｆ
Ｌ
 
未
成
年
に
お
け
る
菅
に
つ
い
て
の
「
わ
か
ら
な
い
」
の
高
率
で
あ
る
。
中
学
校
一
、
二
年
で
、
そ
れ
は
「正直」で六○％をこえ、「責任」でも五○％
以
北
で
あ
る
。
こ
の
比
率
は
高
校
生
に
な
る
と
「
正
直
」
で
四
○
％
前
後
、
「
責
任
」
で
三
○
％
強
と
低
下
す
る
が
、
そ
れ
で
も
成
年
よ
り
は
る
か
に
多
い
。
成
年
で
は
「
わ
か
ら
な
い
」
は
「
正
直
」
で
八
～
一
七
％
、
「
責
任
」
で
六
～
一
○
％
で
あ
り
、
年
齢
に
よ
る
差
は
大
き
く
な
い
。
菅
に
つ
い
て
い
え
ば
、
未
成
年
と
成
年
の
問
に
は
、
調
査
方
法
の
ち
が
い
を
超
え
て
、
明
碓
な
断
絶
が
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
橋
本
首
相
と
総
理
大
臣
に
つ
い
て
見
た
よ
う
に
、
日
本
の
子
ど
も
に
と
っ
て
固
有
名
詞
に
つ
い
て
判
断
を
下
す
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
が
作
川
し
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
れ
以
上
に
「
無
七
○
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１．１２図問４．２，問４．３
荷．i`i島［l1i([」
iivllliの分ｲｶﾞ
生
生
行
生
生
背
学
校
権
学
校
権
て官僚をあげる‐ものの比率は中学校、一、
中
高
有
中
高
有
Ｊ
１
 
イ
冴
朋
一一年では六％にすぎないが、一一○歳台に
な
る
と
四
四
％
、
三
○
歳
台
以
上
で
は
過
半
数
を
こ
え
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
菅
の
評
価
は
厚
生
省
官
僚
に
対
す
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
も
と
づ
く
と
こ
ろ
が
大
き
い
か
ら
、
認
知
ス
ク
リ
ー
ン
に
官
僚
の
認
知
が
は
い
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
背
の
行
釛
も
関
心
事
の
外
に
あ
り
、
評
価
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
未
成
年
層
に
お
け
る
エ
イ
ズ
問
題
の
認
識
の
弱
さ
も
も
う
一
つ
の
要
因
で
あ
ろ
う
。
菅
政
治
態
度
の
継
続
と
変
容
（
岡
村
・
松
本
）
七一
＋｜,`|鑿
％
 
知」の要川が大きいであろう。ｎｎＴｌＶ訴
０
 
０
 
訟
、
菅
と
厚
生
省
官
僚
と
の
関
係
が
大
き
く
報
じ
ら
れ
た
の
は
洲
脊
の
一
年
余
り
前
で
あ
る
。
巾
高
校
生
が
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
菅
に
つ
い
て
の
情
報
に
接
し
な
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
情
報
に
接
し
て
い
た
が
受
容
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
中
高
校
樅
の
認
知
ス
ク
リ
ー
ン
の問題である。
背
に
つ
い
て
の
認
知
ス
ク
リ
ー
ン
の
一
つ
の
側
川
は
、
後
述
す
る
日
本
の
政
治
に
お
け
る
官
依
の
認
識
と
か
か
わ
っ
て
い
る
。
「
い
ま
の
日
本
の
政
治
を
尖
際
に
動
か
し
て
い
る
人
」
と
し
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3図‘問３．２，３，問４．２，３，問１６．３
′ｈ;・i1iKH，「正『(」「iji([」ｉｌｌ２ｌｒ「(了術，
［わからない」の比率
い
っ
た
一
般
的
大
巨
像
を
打
破
す
る
政
治
家
‐
気
」
を
裏
付
け
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
し
上
六○％以上と、一一○歳台と三○歳からし
も
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
青
烏
東
京
部
知
事
の
場
合
は
、
仙
人
の
評
価
の
み
な
ら
ず
、
地
力
自
治
体
の
肯
艮
と
し
て
の
性
格
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
国
の
政
胎
家
の
イ
メ
ー
ジ
と
地
方
の
政
治
家
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
未
成
年
川
か
ら
異
な
る
。
一
九
六
八
年
の
洲
汽
で
、
来
京
邪
知
事
、
札
幌
・
金
％
、
叩
印
如
卯
加
川
ぅ
４
１
一
Ｔ
ｕ
、
Ⅲ
う
ぐ
ケ
ラ
Ⅲ
け
１
打
Ⅲ
リ
ハ
ー
ー
｝
’
し
．
々
ノ
Ｌ
ｌ
一
々
Ｉ
巾
Ⅲ
Ｌ
０
１
ｌ
ｂ
「
く
ｒ
ク
ムロっている。菅は、国会答弁で官僚が懇曰いた原柚を読むと
一
般
的
大
巨
像
を
打
破
す
る
政
治
家
と
し
て
歓
迎
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
調
杳
結
果
は
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
い
わ
ゆ
る
「
椅
人
製
付
け
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
有
椛
打
屑
の
菅
の
肯
定
的
評
川
は
、
一
一
○
歳
台
で
は
孔
○
％
、
一
二
○
歳
台
以
上
で
は
以上と、一一○歳台と三○歳から上の年代ではまだ差がある。一一○歳台における政桁意識の形成は、この点から
法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
四
号
七二
に
つ
い
て
の
情
報
は
処
理
さ
れ
な
い
ま
ま
流
さ
れ
て
い
く
。
荷
の
厚
叩～卯～
”
生大脳在任，叩、巾‐高校生に北川皿希調原生大厄で質問しても、
加～柵
「
わ
か
ら
な
い
」
の
傾
向
に
大
き
な
変
化
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
中
古
同
加～柵
校
生
に
つ
い
て
、
「
わ
か
ら
な
い
」
を
除
外
し
て
、
す
な
わ
ち
、
評
加
～
羽
Ⅲ
を
下
し
た
も
の
に
限
定
し
て
比
率
の
分
布
を
求
め
た
。
そ
こ
に
は
３
 
２
 
有
権
者
屑
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
背
の
「
》
且
征
」
の
圧
倒
的
多
数
に
よ
間
ｌ
る肯定的評Ⅲは見られなかった。判断を下し》えても、未成
３
 
年
は
成
年
か
ら
遠
く
隔
た
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
背
の
「
聿
旦
価
」
に
２
 
対
す
る
生
月
定
的
評
価
は
有
椛
行
胴
に
な
る
と
急
上
昇
す
る
が
、
そ
れ
年
齢
学
年
は
「
政
治
を
実
際
に
動
か
し
て
い
る
人
」
Ⅱ
「
官
僚
」
の
哨
川
と
児
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沢
・
神
戸
・
長
崎
の
市
長
、
青
森
県
と
広
島
県
の
農
村
部
の
町
長
に
つ
い
て
、
総
肌
大
価
と
同
じ
く
「
旺
直
」
「
責
征
」
の
評
価
を
求
め
た
。
自
治
体
の
規
模
、
保
守
・
革
新
の
別
な
く
、
地
方
自
治
体
の
首
長
の
イ
メ
ー
ジ
に
は
か
な
り
の
共
通
性
が
観
察
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ど
の
地
域
に
お
い
て
も
、
小
学
校
三
年
で
は
総
孤
大
臣
の
方
が
高
く
評
価
さ
れ
る
が
、
地
方
、
治
体
の
首
長
の
評
価
は
、
学
年
が
止
昇
し
（胴）
て
も
高
校
三
年
に
い
た
る
ま
で
、
総
理
大
臣
よ
り
一
問
い
水
準
を
維
持
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
も
と
よ
り
、
地
力
、
治
体
の
首
長
が
積
極
的
に
肯
定
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
む
し
ろ
、
否
定
さ
れ
る
牒
度
が
弱
い
と
い
っ
た
方
が
い
い
。
八
九
年
に
は
、
小
中
高
校
生
に
、
東
京
都
、
北
海
道
、
和
歌
山
県
に
お
い
て
知
事
に
つ
い
て
同
様
の
質
問
が
な
さ
れ
た
が
、
基
本
的
傾
向
は
変
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
有
椛
者
に
も
連
続
す
る
。
七
八
年
、
東
京
祁
川
Ⅲ
巾
と
石
川
県
金
沢
市
に
お
い
て
、
成
人
を
対
象
と
し
て
、
総
川
大
臣
、
知
車
、
市
長
の
「
信
加
」
に
つ
い
て
た
ず
ね
た
。
「
と
て
も
信
傾
で
き
な
い
」
と
「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
信
緬
で
き
な
い
」
の
比
率
は
、
総
川
大
臣
、
町
田
巾
（Ⅳ） 
一二○％、金沢市一一一一％、知事、川川市一七％、金沢市一一％、市長、町田市一○％、金沢市八％であった。
さ
て
、
青
島
「
爪
直
」
「
責
任
」
、
知
事
「
信
帆
」
に
現
わ
れ
る
伽
向
を
見
た
い
。
一
・
四
～
六
図
と
比
岐
さ
れ
た
い
。
中
学
生
の
「
わ
か
ら
な
い
」
は
、
橋
本
首
相
と
総
哩
大
阻
に
つ
い
て
観
察
さ
れ
た
傾
向
と
同
じ
で
あ
る
。
知
事
と
普
通
名
詞
で
質
問
し
た
方
が
少
な
い
。
「
責
征
」
の
「
わ
か
ら
な
い
」
は
、
橋
本
、
青
島
、
背
の
川
に
多
く
な
っ
て
い
る
が
、
有
椛
者
に
な
る
と
三
者
の
叢
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
、
か
つ
低
率
で
あ
る
。
「
肛
直
」
で
は
「
と
て
も
正
直
」
と
「
正
直
」
の
合
計
が
今
年
齢
層
を
皿
じ
て
一
○
％
か
ら
二
○
％
の
間
と
高
く
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
橋
本
よ
り
多
い
。
し
か
し
「
と
き
ど
き
う
そ
を
つ
く
」
と
「
い
つ
も
う
そ
を
つ
く
」
は
有
権
者
に
な
る
と
橋
本
を
若
干
上
回
る
。
楠
本
と
の
差
が
よ
り
鮮
明
に
出
る
の
は
「
責
征
」
で
あ
る
。
「
責
任
」
の
肯
定
的
評
価
は
全
年
齢
層
を
通
じ
て
橋
本
の
〃
が
高
く
、
二
○
歳
台
以
上
で
は
そ
れ
が
上
昇
す
る
の
に
対
し
て
、
青
烏
は
槌
ぱ
い
で
あ
る
。
青
烏
の
「
あ
ま
り
責
任
を
は
た
し
て
い
な
い
」
「
ほ
と
ん
ど
責
任
を
は
た
し
て
い
な
い
」
の
否
定
的
評
仙
は
二
○
歳
台
以
上
で
上
昇
す
る
。
知
事
の
「
信
頼
」
の
否
定
的
評
価
「
ど
政
沿
態
度
の
継
続
と
変
容
（
岡
村
・
松
本
）
七
三
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ちらかといえば信頼できない」「とても信頼できない」は青島「責任」の否定的評価とほぼ同じ水準で推移する。わ
れわれが参加したこれまでの中学生以上の調査で地方自治体の首長が総理大臣より低く評価されることはなかった。
今回の結果はそれを覆すものである。選挙前の公約は華々しく、これまでなかった「無党派」の知事に期待するとこ
ろがあったがほとんど実行されていないというイメージが有権者を色濃く覆っている。七八年、美濃部知事の末期、
町田市の有権者の知事に対する否定的評価は一七％であったのに対して、今回は三五％になっている。そして、これ
は中高校生レベルまで、ある程度浸透しているのである。
１．１４図問３．２，３，問４．２，３，問１６．３
菅･青島「正直」「責任」知事「信頼」
肯定的評価の比率
％
、
法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
四
号
6０ 菅「責任￣ 
5０ 
4０ 
」
3０ 
2０ 
巳､§
ﾐﾐﾐﾐﾐ塗ョ
1０ 
学年「ｉ年齢１
尚２０
１２３１ 
２９ 
3０４０５０６０ 
１１１１ 
３９４９５９ 
２３ 
5図 問３．２，３，問４．２，３，問１６．３
菅・青島「正直」「責任」知事「信頼」
否定的評価の比率
％
、
6０ 
青島「責任」5０ 
4０ 
3０ 
２０ 
０ 
高２０３０４０５０６０
３１２３ＩＩＩＩＩ 
２９３９４９５９ 
七四学年
年齢 ２ 
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こ
こ
ま
で
、
橋
本
、
菅
、
青
島
の
イ
メ
ー
ジ
、
評
価
の
杣
達
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
と
と
と
も
に
、
三
人
の
評
価
に
共
通
す
る
側
而
、
そ
し
て
、
中
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
一
貫
す
る
傾
向
も
観
察
さ
れ
る
。
ま
ず
、
「
服
直
」
よ
り
「
責
任
」
を
評
価
す
る
態
度
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
中
学
生
か
ら
有
椛
者
ま
で
、
ど
の
政
治
家
に
つ
い
て
も
い
え
る
こ
と
で
あ
る
。
菅
の
「
責
柾
」
の
行
定
的
評
価
は
三
○
歳
台
で
六
○
％
を
こ
え
る
が
、
「
正
直
」
の
肯
定
的
評
価
は
四
○
％
前
後
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
差
は
青
島
が
も
っ
と
も
小
さ
い
。
も
う
一
つ
の
共
通
す
る
傾
向
は
、
横
極
的
肯
定
、
積
極
的
否
定
が
少
数
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
有
椛
者
に
「
責
征
」
を
高
く
評
川
さ
れ
て
い
る
菅
で
も
、
そ
の
比
率
を
押
し
上
げ
て
い
る
の
は
「
ま
あ
は
た
し
た
」
で
あ
り
、
「
よ
く
は
た
し
た
」
は
そ
の
三
分
の
一
に
す
ぎ
な
い
。
逆
に
、
有
椛
者
で
「
責
任
」
の
評
価
が
も
っ
と
も
低
い
青
島
で
も
「
ほ
と
ん
ど
は
た
し
て
い
な
い
」
は
「
あ
ま
り
は
た
し
て
い
な
い
」
の
約
半
数
で
あ
る
。
今
回
の
洲
宵
で
、
総
肌
大
胞
が
知
事
よ
り
評
川
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
人
き
な
転
換
と
い
え
る
が
、
そ
れ
で
も
知
事
は
い
わ
ば
「
や
わ
ら
か
く
」
批
判
さ
れ
、
徹
底
的
に
否
定
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
政
治
家
評
価
の
幅
は
、
大
ま
か
に
い
え
ば
、
「
消
極
的
肯
定
ｌ
「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
ｌ
椚
極
的
否
定
」
の
枠
内
に
あ
る
と
い
え
る
。
こ
こ
に
あ
げ
た
此
皿
す
る
態
度
は
、
六
八
年
、
八
九
年
の
小
中
高
校
生
の
意
識
を
綜
合
的
に
見
る
と
、
小
学
生
の
段
階
か
ら
塘
養
さ
れ
て
き
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
政
治
家
像
の
相
互
関
連
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
評
価
の
比
率
の
分
布
の
比
較
か
ら
あ
数
竹
Ⅱ
而
肪
脚
卵
嚇
柵
犯
加
郷
沁
加
川
割
３川孵
る
程
度
桃
定
さ
れ
よ
う
が
、
こ
こ
で
は
相
関
か
ら
考
え
た
い
。
〒
２
｜
薑
夘
柵
橋
本
Ⅱ
青
島
印
ｗ
加
砠
Ｍ
蛇
犯
印
、
刎
刎
，菅の
１
．
ｊ
 
一一表は、「責任」について、橋本Ⅱ菅、橋本Ⅱ青島、菅Ⅱ
・
丈
任
橋
本
Ⅱ
荷
Ｗ
ｗ
ｍ
認
砺
犯
拓
調
犯
加
犯
剛緬噛
青
島
の
年
齢
ご
と
の
机
関
を
示
す
。
一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
す
表
１
２
３
１
２
３
羽
測
棚
印
辺
学
年
・
年
齢
へ
一
一
一
一
一曲
２
３
４
５
６
 
０
０
０
０
０
 
べ
て
が
脈
の
机
関
で
あ
る
か
ら
、
ど
の
政
治
家
の
「
責
任
」
も
同
じ
政
治
態
座
の
継
続
と
変
容
（
岡
村
・
松
木
）
七
汎
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法
学
志
林
第
九
十
八
巻
節
四
号
七
六
傾
向
で
判
断
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
政
治
家
に
よ
っ
て
評
価
が
変
る
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
「
ま
あ
責
任
を
は
た
し
て
い
る
」
か
ら
「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
へ
、
「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
か
ら
「
あ
ま
り
責
征
を
は
た
し
て
い
な
い
」
へ
と
い
う
よ
う
に
、
川
を
追
っ
た
小
幅
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
あ
る
政
治
家
に
つ
い
て
「
よ
く
責
任
を
は
た
し
て
い
る
」
と
し
、
別
の
政
治
家
に
つ
い
て
「
ほ
と
ん
ど
責
任
を
は
た
し
て
い
な
い
」
と
す
る
の
は
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
注
月
す
べ
き
は
巾
高
校
生
で
相
関
が
高
く
、
有
椛
者
に
な
る
と
低
く
な
る傾向である。全般的に見て、二○歳台が分岐点になっている。これは、これまでも述べてきたように、小高生では、
政
治
家
を
政
治
家
と
い
う
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
的
イ
メ
ー
ジ
で
見
て
、
ど
の
政
治
家
で
も
同
じ
よ
う
に
判
断
す
る
の
に
対
し
て
、
有
椛
者
に
な
る
と
政
治
家
が
よ
り
個
々
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
橋
本
杵
相
と
い
う
固
有
衙
詞
と
総
肌
大
原
と
い
う
替
通
名
詞
に
つ
い
て
考
察
し
た
こ
と
と
合
致
す
る
。
政
治
家
に
．
つ
い
て
の
意
識
形
成
は
、
未
成
年
期
に
お
い
て
は
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
形
成
で
あ
る
。
成
年
期
に
お
け
る
そ
れ
は
、
そ
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
影
響
さ
れ
つ
つ
も
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
か
ら
の
脱
却
で
あ
ろ
う
。
こ
の
脱
却
に
人
な
き
意
味
を
も
つ
の
は
二
○
歳
台
で
あ
る
と
巷
え
ら
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
政
治
家
と
し
て
同
会
議
且
の
評
価
も
求
め
た
。
田
会
議
員
に
政
治
家
不
信
が
集
中
し
て
い
る
感
が
あ
る
。
凶
会
議
貝
に
つ
い
て
は
「
〔
Ⅱ
〕
政
治
不
信
の
柵
造
」
で
検
討
す
る
。
ら
れ
た
い
。
問
朽
政
治
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
意
見
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
意
兄
に
つ
い
て
、
あ
な
た
は
そ
う
似
い
ま
す
か
、
そ
う
は
思
い
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
政
治
家
像
は
他
の
意
識
と
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
次
の
質
問
の
結
果
を
見
三
政
治
家
像
の
背
景
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こ
の
質
問
は
中
高
生
に
は
や
や
川
棚
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
が
、
小
学
校
一
年
の
「
わ
か
ら
な
い
」
は
「
ガ
ラ
ス
樅
り
に
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
」
「
高
潔
な
人
格
よ
り
実
行
力
」
に
つ
い
て
と
も
に
一
一
一
九
％
あ
る
も
の
の
、
向
校
生
に
か
け
て
杵
実
に
減
少
し
、
高
校
三
年
で
の
「
わ
か
ら
な
い
」
は
そ
れ
ぞ
れ
一
一
％
、
一
三
％
で
あ
る
。
有
椛
者
で
は
、
こ
の
二
つ
の
意
見
は
圧
倒
的
多
数
に
よ
っ
て
肯
定
さ
れ
る
。
一
一
○
歳
台
以
上
で
は
、
「
そ
う
思
う
」
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
う
」
の
合
計
は
、
「
ガ
ラ
ス
張
り
に
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
」
で
、
四
○
歳
台
で
や
や
低
下
す
る
こ
と
を
除
き
、
六
○
％
以
上
で
あ
り
、
「
高
潔
な
人
格
よ
り
実
行
力
」
で
は
、
ほ
ぼ
七
○
％
以
上
で
あ
る
。
こ
の
伽
向
は
未
成
年
で
も
同
じ
で
あ
る
。
中
学
校
一
年
で
「
ガ
ラ
ス
振
り
に
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
」
を
肯
定
す
る
も
の
は
四
三
％
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
否
定
す
る
意
見
の
一
八
％
を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
、
「
高
潔
な
人
格
よ
り
実
行
力
」
の
肯
定
的
意
見
は
九
一
％
と
す
で
に
過
半
数
を
こ
え
て
い
る
。
中
高
校
生
の
こ
の
多
数
派
の
比
率
は
、
学
年
の
上
昇
と
と
も
に
有
椛
者
の
比
率
に
近
づ
い
て
い
く
。
「
ガ
ラ
ス
狼
り
に
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
」
で
は
高
校
三
年
と
二
○
歳
台
と
の
差
は
か
な
り
あ
る
が
、
「
高
潔
な
人
格
よ
り
実
行
力
」
で
は
高
校
三
年
で
有
権
者
の
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
る
。
肯
定
す
る
意
見
の
年
齢
に
よ
る
変
化
は
、
巾
高
校
生
で
は
「
ガ
ラ
ス
振
り
に
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
」
が
微
増
で
あ
る
が
、
「
高
潔
な
人
格
よ
り
実
行
力
」
で
は
明
脈
な
上
昇
傾
向
を
示
す
。
有
椛
背
で
は
「
高
潔
な
人
格
よ
り
実
行
力
」
が
ハ
○
歳
台
と
六
○
歳
台
に
お
い
て
や
政
治
態
度
の
継
続
と
変
容
（
岡
村
・
松
本
）
こ
し
ませんか。
（
Ⅲ
）
「
政
治
に
は
あ
る
程
度
秘
密
が
つ
き
も
の
で
、
す
べ
て
を
ガ
ラ
ス
帳
り
に
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
」
（
烟
）
「
政
治
家
に
は
、
高
潔
な
人
絡
よ
り
も
実
行
力
が
必
要
と
さ
れ
る
」
Ⅲ
そ
う
思
う
②
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
う
③
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
わ
な
い
Ⅲ
そ
う
は
思
わ
な
い
い
０
わからな
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生
生
者
生
生
荷
・
学
校
権
学
校
権
う思う」が「ど●ちらかとい》えばそ
中
高
有
中
高
有
「ガラス張りにする
「人格より実行力」
》っ思う」をすべての年齢屑で上
ことはむずかしい」
回
っ
て
い
る
。
否
定
的
意
見
で
は
、
「高潔な人格より実行力」について「そうは思わない」と「どちらかといえばそう思わない」がともに低率で全年齢
層を通じて差はほとんどないが、「ガラス張りにすることはむずかしい」では「そうは思わない」が「どちらかとい
１．１６図問１５．１１，問１５．１２
「政治にはあるlWlli秘裕がつきもので、
すべてをガラスリ|(りにすることはむずかしい」
「政治家には高潔な人格よりも実行力
が必要とされる」
意見の分布 法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
四
号ⅢⅧ襲$灘霧
七
八
・
％
 
や高く、「ガラス張りにする一」と
０
 
０
 
は
む
ず
か
し
い
」
が
六
○
歳
以
上
で
高
い
が
、
一
貫
し
た
傾
向
を
見
州
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
全
般
的
に
横
ば
い
で
（旧）
あると見るのが妥当であろう。
こ
こ
で
見
ら
れ
る
も
う
一
つ
の
傾
向
は
、
積
極
的
意
見
表
明
が
多
い
こ
と
で
ある。すでに述べたように、政治
家評価の場合、肯定するにせよ、
否
定
す
る
に
せ
よ
、
消
極
的
態
度
が
多
い。それに対して、この二つの意
見
で
は
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
「
そ
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えばそう川わない」より一貫して多い。このように横械的意見が多いものは他にも見られる。たとえば、「経済の成
長を幟牲にしても生活雌噛や自然を守らなければならない」という意見も爪倒的多数が肯症するが、楡械的肯定は消
極的肯定より多い。これは、一つには、意見の制度化とかかわっていると考えられないだろうか。意見が制度化され
ていれば、個々の意見の表明に「ためらい」は少なくなる。それに同洲せず積極的に否定することは、より自覚的に
社会の大勢に反旗を翻すことになる。後述するように、積極的否定のグループが独得の性格をもち、消極的否定が肯
定
と
似
た
性
格
を
も
つ
こ
と
が
あ
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
政
治
態
度
の
継
続
と
変
容
（
岡
村
・
松
本
）
七
九
１．１７図問１５．１１
「政治にはある｛1,1度秘梅がつきもので、
すべてをガラス張りにすることはむずかしい」
％
帥
7０ 
６０ 
５０ 
４０ 
３０ 
２０ 
１０ 
グー￣￣￣￣、
~や/美へ
｢どちらかといえばそう思わない」
「そうは思わない」
学年「１１年齢１
ＩＷｊ２０ 
２３１２３１ 
２９ 
３０ 
｝ 
3９ 
4０ 
１ 
４９ 
5０６０ 
１１ 
５９ 
8図 問１５．１２
｢政治家には岡潔な人格より
実行ﾉﾉが必要とされる」
％
帥
7０ 
、6０ 
５０ 
｢そう思う」
十
｢どちらかといえばそう思う」
`１０ 
３０ 
２０ 
１０ 
｢どちらかといえばそう思わない」
＋ 
「そうは｣|吸わない」
,＿ﾍ、／…
■｡￣●■ 
学年’'１年齢1
Ｉ｢ル２０
２３１２３１ 
２９ 
3０４０５０６０ 
１１１１ 
３９４９５９ 
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、０
法
学
志
林
第
九
十
八
巻
館
四
号
八○
「ガラス張りにすることはむずかしい」と「高潔な人格より実行力」との杣関は、標本数が多くなく、比率の分布
が肯定に傾いていて年齢屑によりバラツキがあるが、すべて正であって、大体・一一○以北の水準にある。「政治には
秘密がつきもの」であり、「高潔な人格より実行力が必要」と大多数が考え、両者の間に正の相関があることは、政
治家を肯定的に評価するとき「正画」より「責任」に川うというこれまで見てきた政治家像の背殻の一つの側而を説
明するものであろう。しかし、それと同時に、少数派ながら、否定的意見があることを忘れてはならない。とりわけ
「ガラス張りにすることはむずかしい」では、高校生から（○歳台まで、約一一一分の一が「どちらかといえばそう思わ
ない」「そうは思わない」と答えているｂそしてこのグループの主流は「そうは思わない」の械極的否定である。こ
の少数派の性桁については、後に検討する。
１
「
災
行
〃
」
Ⅱ
総
哩
「
信
頼
」
０
９
０
７
０
９
７
９
０
５
５
 
２
－
３
３
２
０
２
１
１
２
１
 
さて、｝」の一一つの意見の賛否と政治家評Ⅲとはど
６
 
問
「
実
行
力
」
Ⅱ
橘
本
「
責
任
」
２
３
３
２
１
２
０
１
０
１
０
 
２
２
５
９
７
１
７
０
１
６
４
 
のように関連しているのであろうか。一・二一表を参
５
０
３
８
０
２
８
７
０
０
２
 
照されたい。坐ハ○歳以上の橋本「正直」Ⅱ「ガラス
か「尖行〃」Ⅱ楠本「正倣」
２
１
３
２
２
２
０
０
０
１
０
 
問Ⅲ
「
ガ
ラ
ス
張
り
」
Ⅱ
総
剛
「
信
頼
」
瀦
唖
〃
応
釧
加
皿
躯
刎
訓
肥
張りにすることはむずかしい」を除き、すべて爪の
３
 
相
関
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
政
治
家
を
上
月
定
的
に
評
Ⅲ
す
”数「ガラス狼り」Ⅱ楠本「尚柾」Ｍ沁刎肥川‐旧刈旧附旧旭
１
係
Ⅲ
収
「
ガ
ラ
ス
狼
り
」
Ⅱ
橘
水
「
正
面
」
釧
加
焔
仰
Ⅲ
、
旧
〃
旧
脇
叱
る
も
の
は
こ
の
二
つ
の
意
見
に
賛
成
し
、
否
定
的
に
見
る
も
１
１
 
．
の
の
は
反
対
す
る
と
い
う
伽
向
が
あ
る
。
た
だ
し
、
賛
成
が
人
昨州「ガラス狼り」Ⅱ「災行〃」抑川棚皿Ⅳ、訓汀川獅川
表
多
数
の
た
め
、
ク
ロ
ス
柴
計
で
の
分
布
に
は
偏
り
が
あ
り
、
３
 
１
２
３
１
２
３
”
”
禍
副
学
年
・
年
齢
へ
へ
へ
一
へ
一肋
０
０
０
０
０
 
２
３
４
５
６
 
そして、多くの場合、相関を高めているのは、後述
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す
る
よ
う
に
、
主
と
し
て
「
そ
う
は
思
わ
な
い
」
の
積
極
的
否
定
で
あ
る
。
相
関
は
、
中
高
校
生
に
高
く
、
有
権
者
に
な
る
と
低
く
な
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
総
唖
大
臣
「
信
頼
」
で
は
有
権
者
で
も
高
い
。
未
成
年
の
相
関
が
高
い
こ
と
は
、
彼
ら
が
政
治
家
を
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
的
焚
準
で
判
断
す
る
と
い
う
前
に
述
べ
た
意
識
の
延
長
上
で
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
が
形
成
さ
れ
る
と
き
、
「
政
治
の
秘
密
」
「
人
格
よ
り
実
行
力
」
と
い
っ
た
要
因
も
作
用
し
て
い
る
。
相
関
が
正
で
あ
る
か
ら
、
政
治
家
の
「
正
直
」
を
よ
り
肯
定
す
る
よ
う
に
は
働
か
な
い
。
有
樅
者
に
お
い
て
、
こ
の
二
つ
の
意
見
に
対
す
る
賛
否
と
橋
本
「
正
直
」
「
責
任
」
と
の
相
関
が
低
く
、
総
剛
「
信
頼
」
と
の
相
関
が
高
い
と
い
う
こ
と
は
、
有
権
者
が
政
治
家
の
固
有
名
詞
と
普
通
名
詞
を
区
別
し
、
「
ガ
ラ
ス
張
り
」
「
実
行
力
」
の
判
断
基
準
を
普
通
名
詞
の
政
治
家
に
通
川
す
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
中
高
校
生
に
お
い
て
総
川
「
信
頼
」
と
の
杣
関
が
高
い
こ
と
と
は
そ
の
意
味
内
容
が
異
な
る
。
中
高
校
生
は
、
固
有
名
詞
、
普
通
名
詞
の
区
別
を
せ
ず
政
治
家
を
同
じ
よ
う
に
見
る
か
ら
相
関
が
高
く
な
る
の
で
あ
る
。
「
ガ
ラ
ス
張
り
」
「
実
行
力
」
と
も
に
政
治
一
般
、
政
治
家
一
般
に
対
す
る
意
見
で
あ
る
。
有
椛
背
に
お
い
て
は
そ
れ
が
普
皿
名
詞
と
し
て
の
総
理
大
臣
と
結
び
つ
く
の
で
あ
る
。
巾
高
校
生
で
形
成
さ
れ
る
政
治
家
に
対
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
は
、
有
権
者
の
普
通
名
詞
の
政
治
家
像
に
連
続
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
単
純
集
計
が
示
す
よ
う
に
有
権
者
で
は
年
齢
と
と
も
に
「
信
頼
」
の
肯
定
的
評
価
が
上
昇
す
る
か
ら
、
こ
の
二
つ
の
意
見
に
見
ら
れ
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
的
多
数
意
見
は
政
胎
家
を
よ
り
肯
定
的
に
見
る
よ
う
に
機
能
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
標
本
数
も
多
く
な
く
、
巾
高
校
生
と
有
権
者
と
の
相
関
係
数
の
差
も
あ
ま
り
大
き
く
な
い
の
で
、
以
上
の
側
而
を
あ
ま
り
強
調
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
関
連
を
ク
ロ
ス
集
計
を
見
て
よ
り
詳
し
く
検
討
し
た
い
。
「
ガ
ラ
ス
張
り
に
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
」
は
大
多
数
に
よ
っ
て
肯
定
さ
れ
る
が
、
否
定
す
る
も
の
も
か
な
り
あ
り
、
「
高
潔
な
人
格
よ
り
実
行
力
」
よ
り
否
定
の
数
は
多
い
。
二
つ
の
意
見
と
政
治
家
評
価
政
治
態
度
の
継
続
と
変
容
（
岡
村
・
松
本
）
八一
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箙
１
口
１
１
匹
１
１
１
１
」
１
．
椛
定
さ
れ
る
傾
向
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
い
％
、
⑪
、
如
刎
加
川
す
な
わ
ち
、
「
そ
う
思
う
」
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
う
」
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
わ
な
い
」
「
そ
う
は
思
わ
な
い
」
の
川
に
総
理
大
匝
「
信
帆
」
の
幌
度
が
低
く
な
っ
て
い
く
傾
向
が
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
な
か
で
、
全
年
齢
層
を
通
じ
て
、
「
そ
う
は
思
わ
な
い
」
の
積
極
的
否
定
の
グ
ル
ー
プ
が
比
較
的
明
碓
な
性
格
を
示
し
、
総
剛
「
信
頼
」
に
つ
い
て
も
っ
と
も
否
定
的
で
あ
り
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
存
在
が
机
関
を
高
め
て
い
る
。
中
高
校
生
で
は
、
「
そ
う
思
う
」
の
積
極
的
肯
定
が
「
そ
う
は
思
わ
な
い
」
の
横
極
的
否
定
に
接
近
す
る
。
こ
の
年
齢
で
は
、
総
理
「
と
て
も
信
頼
で
き
な
い
」
の
比
率
が
も
っ
と
も
高
い
の
は
「
そ
う
は
思
わ
な
い
」
で
あ
る
が
、
そ
の
次
に
高
い
の
は
「
そ
う
思
う
」
の
積
極
的
肯定である。ここでは、「ガラス張りはむずかしい」に賛成か反対かよりも意見表明が儲極的か湘極的かで総理「信
問１５．１１×間１６．１
｢政治にはある(1,1度秘癖がつきもので、
すべてをガラス張りにすることはむずかしい」
×総理「偏頼」
''１学生
Ｎ 法学
志
林
第
九
十
八
巻
第
川
号
八二
｢そう思う」 1７１ 
１０４ 
４３ 
９３ 
｢どちらかといえばそう思う」
｢どちらかといえばそう思わない｣－
｢そうは思わない」
｢どちらかといえば
そう思わない」
う
と
の
机
関
が
有
権
者
に
お
い
て
も
高
い
の
は
総
「わからない」
川
「
信
頼
」
で
あ
る
か
ら
ｙ
こ
れ
と
「
ガ
ラ
ス
「とても信頼できない」
張
り
に
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
」
を
ク
ロ
ス
集計する。一・一九図、一一○図、一二図
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
信頼できない」
は
、
「
ガ
ラ
ス
張
り
に
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
「
ど
ち
ら
と
も
い」のそれぞれの音口見のグループによる
いえない」
総
理
「
信
加
」
の
評
価
の
比
率
を
中
学
生
、
一
局
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
信頼できる」
校生、有権者について一爪した‘ものである。
こ
こ
に
兄
ら
れ
る
分
布
は
、
相
関
係
数
か
ら
「とても億頬できる」
挑定される傾向とは必ずし‘も一致しない。
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％
、
帥
、
如
加
加
、
し
一
く
Ⅲ
か
に
に
司
旦
十
Ｌ
ｒ
ｚ
に
、
ご
『
し
。
｜
｜
ご
ｄ
ク
ル
ー
プ
で
４
℃
つ
と
も
多
い
の
は
「
信
緬
」
Ⅱ
「どららともいえない」で、態度が消極的である点では一貫している。「そうは肌わない」の械極的否定のグループで
も、「信頼」について徹底的に批判的ではない。このグループの「信頼」Ⅱ「どちらともいえない」の比率は、中学
喉では一一九％と「とても信帆できない」の三一％よりやや少ないが、高校生、・有権者ではもっとも高くなっている。
「そうは思わない」のグループの性格は、総理「信頼」で、中学生がもっとも尖鋭海二渦校生、有権者と年齢が上昇
するにつれて穏健になる。中学生と高校生との間でも差があることを考えると、この変化は枇代差というより年齢を
重
ね
る
こ
と
に
よ
る
意
識
の
変
化
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
政治態度の継続と変容（岡村・松本）
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１．２０図 問１５．１１×問１６．１
｢政冷にはあるｷﾞM度秘裕がつきもので、
すべてをガラス張りにすることはむずかしい」
×総理「信頼」
商校生
Ｎ 
｢そう思う」 1８１ 
１３９ 
８９ 
１６０ 
｢どちらかといえばそう思う」－
｢どちらかといえばそう思わない」－
｢そうはAllわない」
’
頼
」
の
評
価
が
わ
か
れ
て
く
る
。
論
理
的
に
椎
「わからない」
定される分布に近いのは有権者であるが、
「とても信頼できない」
「
そ
う
は
思
わ
な
い
」
の
積
極
的
否
定
の
グ
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
ル
ー
プ
は
、
中
高
校
生
と
比
鮫
す
る
と
、
他
の
信頼できない」
一二つのグループに近いものになっている。
「
ど
ち
ら
と
も
いえない」
「どちらかとい》えばそう思う」と「ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
わ
な
い
」
の
消
極
的
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
信頼できる」
態
度
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
中
高
校
生
と
有
「とても信頼できる」
権
者
を
通
じ
て
、
総
理
「
信
頼
」
の
評
価
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
重
な
り
合
う
。
こ
の
二
つ
の
グ
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》
１
１
口
１
１
１
１
」
■
ｌ
い
・
た
だ
し
、
「
信
邨
」
で
は
「
ど
ち
ら
と
も
１
．
．
％
刀
、
、
佃
訓
加
川
い
え
な
い
」
が
一
貫
し
て
蛾
頗
仙
で
あ
っ
た
が
、
稿本「責征」では「まあ責価をはたしている」が中学生、高校生八打権者のすべてにおいて、どのグループでももっ
とも多くなる。総肌「惰加」で「ガラス張りにすることはむずかしい」Ⅱ「そうは川口わない」の高校生のグループが
否定的傾向を見せていることは前に見た。この傾向は、稗「責伍」できわめて馴著である。肯定的評川は一八％にす
．ぎない。しかし、有権者になると、このグループの菅「責任」の肯定的評価は六五％に急蛸する。有権者では菅の評
川にグループによる差はほとんどない。橋本「責任」では「ガラス張り」との関連はある程度あるから、背の評価で
グループによる差がないといっても、「ガラス張り」との関連が消滅しているわけでなく、錨線していると見るべき
問１５．１１×問１６．１．
｢政治にはあるｉｌｌ１度秘密がつきものｒ、すべてをガラスｊ１ｍにすることはむずかしい」
×総jJI1「信頼」
[イｉｌｉｉ背
･Ｎ 法学
志
林
第
九
十
八
巻
｢そうM1う」 3２６ 
｢どちらかといえばそう思う」－２２２
｢どちらかといえばそう思わない」－７７
｢そうは思わない」 1７２ 
｢どちらかといえば
第
四
号
八
四
図
は
有
略
す
る
が
、
「
ガ
ラ
ス
張
り
に
す
る
「わからない」
こ
と
は
む
ず
か
し
い
」
と
そ
の
他
の
評
価
と
の
「とても信頼できない」
ク
ロ
ス
集
計
の
結
果
を
要
約
し
て
お
こ
う
。
橋
本
「
旺
面
」
で
は
Ｉ
の
相
関
に
沿
っ
た
分
布
は
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
僻航できない」
あ
る
腿
皮
見
ら
れ
る
が
、
全
年
齢
層
を
通
じ
て
「
ど
ち
ら
と
も
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
の
鑑
は
小
さ
い
。
と
く
いえない」
に
有
椛
者
で
は
、
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
評
価
の
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
信頼できる」
分
布
は
ほ
ぼ
虚
な
っ
て
し
ま
う
。
橋
本
「
圭
且
柾
」
の
傾
向
は
、
総
理
「
信
獅
」
と
大
差
は
な
「とても信頼できる」
い・ただし、「信邨」では「どちらと‘も
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１ 
であろう。・その弁別には他の指標が必要である。他、を期したい。「高潔な人格より実行力」とのクロス集計は、否
定
的
意
見
が
よ
り
少
数
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
ガ
ラ
ス
張
り
に
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
」
と
大
同
小
異
で
あ
る
の
で
、
説
明
を
省
略する。
「
ガ
ラ
ス
張
り
に
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
」
「
高
潔
な
人
絡
よ
り
実
行
力
」
に
つ
い
て
の
賛
否
は
、
政
治
家
評
価
に
あ
る
幌
度
影
響
を
与
え
て
い
る
も
の
の
八
決
定
的
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
有
椛
者
に
な
る
と
、
そ
の
関
連
は
弱
く
な
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
意
見
に
対する態度と政治家評価を関連させて考察することは無意味なのであろうか。この二つの意見を肯定する態度が政治
家
評
価
の
多
数
意
見
を
説
明
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
中
商
校
堆
で
、
こ
の
意
見
を
否
定
す
る
少
数
グ
ル
ー
プ
の
性
格
が
あ
る
職
度
明
碓
で
あ
る
こ
と
は
，
少
年
の
「
理
想
主
義
」
を
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
有
椛
者
に
お
い
て
、
こ
の
少
数
グ
ル
ー
プ
の
性
格
が
薄
れ
る
こ
と
は
、
肯
定
す
る
多
数
意
見
に
流
れ
る
「
現
実
主
義
」
が
、
肯
定
・
否
定
の
別
を
こ
え
て
、
人
々
の
意
識
に
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
と
考
え
た
い
。
日
本
の
民
衆
は
へ
現
職
の
政
治
指
導
者
を
称
賛
し
て
こ
な
か
っ
た
。
政
治
家
が
評
価
さ
れ
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
死
後
で
あ
る
。
戦
後
の
「
偉
大
な
」
首
相
と
し
て
そ
の
名
が
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
吉
田
茂
で
も
、
そ
の
政
椛
の
末
期
は
い
わ
ば
野
飛
れ
死
の
状
態
で
あ
っ
た
。
日
本
脳
国
主
義
の
全
醗
時
代
に
お
い
て
す
ら
、
称
え
ら
れ
た
の
は
姓
き
て
い
る
大
厄
、
将
躯
で
は
な
く
、
軍
神
と
な
っ
た
兵
卒
であった。死後虚椛化されて英雄となった人物のイメージは屈折している。加朝より義経が、伊藤博文より耐郷降機
が
英
雄
と
な
る
。
ま
た
、
幡
随
院
長
兵
術
や
国
定
忠
治
の
よ
う
に
、
体
制
の
側
か
ら
す
れ
ば
無
法
者
に
な
る
人
物
が
そ
れ
に
加
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
英
雄
像
が
現
実
の
政
治
家
に
そ
の
ま
ま
投
影
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
政
治
家
の
業
績
を
認
め
る
余
地
は
あ
る
。
そ
の
場
合
で
も
、
業
績
が
一
人
に
帰
せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
「
群
像
」
の
な
か
に
埋
没
し
、
「
時
代
の
流
れ
」
が
強
調
さ
れ
政
治
態
度
の
継
続
と
変
容
（
岡
村
・
松
本
）
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正
直
と
う
そ
を
並
べ
れ
ば
、
Ⅲ
直
は
肯
定
さ
れ
、
う
そ
は
否
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
日
本
の
文
化
に
お
い
て
、
う
そ
は
必
ず
し
も
否
定
（旧）
ま
こ
と
さ
れ
な
い
。
「
う
そ
も
場
合
に
よ
る
」
「
う
そ
も
方
便
」
「
う
そ
か
ら
川
た
実
」
な
ど
、
う
そ
を
肯
定
す
る
諺
は
少
な
く
な
い
。
正
直
を
貫
徹すれば「馬鹿正直」になる。マス・メディアは政治家の公約違反を責め、密室政治を攻撃する。公教育の教科書で
は
、
政
治
，
行
政
の
情
報
公
開
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
役
判
が
説
明
さ
れ
る
。
し
か
し
、
未
成
年
か
ら
の
政
治
意
識
形
成
は
、
こ
の
よ
う
な
タ
テ
マ
ェ
だ
け
に
終
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
あ
る
女
子
中
学
生
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
、
「
総
理
大
臣
が
と
き
ど
き
う
そ
を
つ
く
」
の理由として、次のように述べた。「やっぱり総理大臣ともなると、国民に全部をいってしまったら、国が混乱する
（卯）
というか、そういう場〈口があるから」。クリントン大統領のセックス・スキャンダルのとき、性的倫理も当然問題に
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
上
に
糾
梛
さ
れ
た
の
は
ク
リ
ン
ト
ン
の
う
そ
で
あ
っ
た
。
日
本
で
政
治
家
の
う
そ
が
こ
の
よ
う
な
形
で
追
求
さ
れ
る
問
わ
れ
つ
づ
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
政
治
家
は
称
賛
さ
れ
な
い
だ
け
で
な
く
、
憎
悪
も
さ
れ
な
い
。
大
日
本
帝
国
を
崩
壊
さ
せ
た
の
は
民
衆
の
反
乱
で
は
な
か
っ
た
し
、
戦
後、日本人によって指導者の戦争責任が糾弾されることもなかった。戦後多くの疑獄があったが、それと関連し、ま
た
関
連
が
あ
る
と
さ
れ
た
政
治
家
が
そ
の
ま
ま
地
位
に
と
ど
ま
り
、
ま
た
復
権
し
た
例
は
少
な
く
な
い
。
岸
信
介
の
Ａ
級
戦
犯
容
疑
、
佐
藤栄作にかかわる法相の指揮権発動は、いずれも、首班指名のとき、致命傷にはならなかった。ロッキード事件以後、
キング・メーカーとして君臨したⅢ中角栄については蝶蝶を要しないであろう。マス・メディアは政治家不信を嘆き、
政治倫理の高場を強調するが、それは政治家一般に向けられたものであって、逮捕される場合を除き、個々の政治家
に
対
す
る
も
の
で
は
な
い
。
当
選
者
や
入
閣
者
の
紹
介
で
は
そ
れ
な
り
の
評
仙
が
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
過
去
の
疑
獄
が
い
つ
ま
で
も
る
０ 
法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
四
号
八
一Ｌ▲
′、
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こ
と
は
な
い
。
「清濁併せ呑む度量」「絹のハンカチを雑巾に代えて」とは政治家の性格を物語る一一一曰葉である。政治家の側からは
（別）
「クリーンなだけで政治がやれるなら、科学者か宗教家がやったらいい」（渡辺美智雄）という充一一一口になる。有権者の
大
多
数
が
政
治
家
に
「
高
潔
な
人
格
」
も
「
徹
底
し
た
正
直
」
も
求
め
て
い
な
い
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
見
た
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
完
全
な
無
秩
序
で
は
な
く
、
あ
る
幅
、
一
定
の
閾
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
リ
ク
ル
ー
ト
事
件
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
釈
明
が
三
嘘
し
た
宮
沢
副
総
理
・
蔵
相
は
辞
任
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
宇
野
首
相
は
元
芸
者
と
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
暴
露
さ
れ
、
参
議
院
選
挙
の
応
援
減
税
に
一
度
も
立
て
な
か
っ
た
。
宇
野
の
三
水
指
が
致
命
傷
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
で
有
罪
が
碓
定
し
た
佐
藤
孝
行
は
、
選
挙
の
「
み
そ
ぎ
」
を
経
て
き
て
い
た
が
、
入
閣
に
失
敗
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
抜
け
道
、
欠
陥
が
脂
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
政
治
資
金
規
正
法
、
国
会
の
国
政
調
査
権
に
も
と
づ
い
て
証
人
を
喚
問
す
る
い
わ
ゆ
る
議
院
証
言
法
な
ど
は
、
倫
理
に
対
す
る
寛
容
の
許
容
度
を
志
向
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
明
文
化
さ
れ
た
規
則
だ
け
で
な
く
、
政
治
家
と
有
権
者
が
共
有
す
る
雰
囲
気
に
も
あ
る
。
そ
（皿）
れ
は
、
京
極
純
一
の
い
う
「
畷
気
の
生
活
者
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
」
で
あ
る
○
い
う
ま
で
‘
も
な
く
、
こ
の
許
容
腰
は
、
人
に
よ
り
、
ま
た
、
状
況
に
よ
っ
て
変
化
す
る
。
わ
れ
わ
れ
の
デ
ー
タ
で
は
、
「
首
相
は
い
つ
も
う
そ
を
つ
く
」
と
考
え
る
人
々
は
剛
を
越
え
て
し
ま
っ
て
お
り
、
他
の
多
く
の
側
面
に
つ
い
て
も
き
わ
め
て
否
定
的
に
な
る
。
今
後
の
政
治
意
識
分
布
で
は
、
許
容
度
の
幅
の
検
討
が
一
つ
の
課
題
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（１）政治社会化研究の概観については、］四・戸□のロヨの①Ｑ・・の○○三厨菖・苫（。ご｛三日」宛８ａｓ（ｚのミ目・烏二三の『》＄ご）］囚・冨己向・
ロロゴの。Ｐ【の目の昌勺Ｈの乱戸口目尻日のロの。ｏロゴの。Ｐざ（ミ８（の。。旨』厨日（・苫・四目のＱ・・（、・の（。ご叩口この》印○コＰ］①。）（加藤秀治郎他訳
政
治
態
度
の
継
続
と
変
容
（
岡
村
・
松
本
）
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（
３
）
青
年
に
つ
い
て
は
、
総
卿
府
青
少
年
対
策
本
部
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
意
識
調
査
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
目
的
は
青
年
の
意
識
そ
れ
ｎ
体
で
あ
っ
て
、
子
ど
も
と
お
と
な
を
架
橋
す
る
も
の
で
は
な
い
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
世
論
調
査
部
の
「
Ｈ
本
人
の
意
識
調
査
」
は
一
几
七
三
年
以
降
、
八
年
ご
と
に
一
六
歳
以
上
を
対
象
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
政
治
意
識
は
調
査
範
洲
の
一
部
で
あ
り
、
分
析
も
付
樅
行
に
赦
点
が
世
か
れ
て
い
る
。
（
４
）
石
川
脈
は
「
社
会
に
川
て
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
新
し
い
政
治
的
態
度
形
成
（
政
治
的
社
会
化
）
が
行
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
て
い
る
。
石
Ⅲ
雄
『市民のための政沿学１１政治の兇〃・変え〃』川打書唯、｜几几○年、一一二面。また、行川『現代政治の細織と象徴』みすず書房、
一
九
Ｌ
八
年
、
三
○
七
頁
。
（
５
）
誹
（
６
）
文
献
を
参
照
。
（
６
）
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
の
一
部
は
、
以
下
の
著
作
・
論
文
で
発
表
さ
れ
て
い
る
。
岡
村
「
現
代
日
本
に
お
け
る
政
治
的
社
会
化
Ｉ
政
治
意
識
の
塘
養
と
政
治家像」Ⅱ木政治学会編『現代日本における政治態痩の形成と柵巡』（『年搬・政治学一几七○」）岩波課店、一几七一年、所収、地力
Ｈ治協会編『市民怠識と地〃自治』地〃自治協会「川川・金沢洲在」一几し几年、「全図洲介」一几八二年、杜会経済国民会議編『戦
後仙代の価値観変化と行動様式の変容』（昌幻シ○口曰勺□曰）社会経済国民会議、一九八八年。岡村は地力卿治協会の調査に、松木は
社
会
経
済
国
民
会
議
の
調
査
に
参
加
し
て
い
る
。
（７）向四の【・口：ＱＤのロロ】の》８．２・一般的支持の定義については、□・くぼロ囚の【・Ｐ匹甸冒冒§・爵ご『ざ言§』目一房厨（向。、］のゴ・・ロ
ー房・Ｚ・］・仰勺Ｈの己Ｃ９出口Ｐ］①①①）岡村訓『政治分析の於礎』みすず書一房、｜几六八年、一四二面。
（８）．一九六八年の調査で、デモを肯定的に認める態度は、小学生から巾単生にかけて徐徐に形成されることが観察された。それは革新
政党支持よりも総川人伍「正直」「責任」の否疋的評川とより早い段階で、すなわち低学年で結びつく傾向がある。川村、前掲「現代
法
学
志
林
節
九
十
八
巻
節
四
器
く
し
ノ
ノ
『政治的社会化－１市民形成と政淌教育』芦聿口房、一九八九年）などを参雌。
イーストン、グリーンスタィンについてはロ豊ロロロの〔・目口＆四・戸□の自伝ｏミミミミ意四言§どの局員ｇ碕言旦岑三日』ト⑮‐
菖冒。＠（ｚのゴ目・烏三○○日ヨー冒巨①の］）．”・ウの耳□・国のいの目Ｑ］且言ぐ・曰・『口の『．ｇ①Ｃ⑮ご⑮ミミミミミミ§皆書§ざｏミー
ロミ（○豆８ｍ。》シ三口①］室）．即の己・の【のｇｍａＰＳミミ§Ｑ思言目（ｚのョ害ぐの目蚕］の三富『の弓勺Ｈのの．］三）（松原治郎・高
橋
均
訳
「
子
ど
も
と
政
治
ｌ
そ
の
政
治
的
社
会
化
」
福
村
出
版
、
一
九
七
二
年
）
。
（２）Ｃ“くぼ○・ｍ９３門口目Ｑの四日日【・の。冒閏百日の・・」石＆□言Ｑミニ言岑』ミミの・・宣言（言（ｚの弓＆・『厨二の句『の①勺同のｍの．
］三）所収の関迎論文。筥・【の口このロ日ロ、の目Ｑ四．ｇａｚ】の員二⑮二言巳０百日。§＆萱・』田§８（勺ｄｐ８（・目勺『言の（・ロロ日‐
ぐの円の耳曰ｂＨの⑩の。］①『』）。
Hosei University Repository
（
旧
）
質
問
は
、
調
査
時
の
政
党
の
党
首
、
石
田
幸
円
郎
、
海
部
俊
樹
、
不
破
哲
三
、
土
井
た
か
子
、
永
未
英
一
の
写
真
を
上
に
掲
げ
、
そ
の
下
に
竹
下
登
、
森
山
真
弓
、
中
曽
根
版
弘
を
加
え
た
八
名
の
氏
名
を
示
し
、
写
真
と
氏
名
を
結
び
つ
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
、
）
『
朝
日
新
聞
』
一
九
九
七
年
九
月
（
旧
）
こ
の
伽
向
は
小
学
生
の
段
階
で
す
で
に
現
わ
れ
る
。
岡
村
、
前
掲
「
現
代
日
本
に
お
け
る
政
治
的
社
会
化
」
参
照
。
（
胴
）
同
レ
ベ
ル
の
政
治
家
と
地
方
日
治
体
の
首
長
と
の
対
比
は
、
不
十
分
で
あ
る
が
、
岡
村
忠
夫
・
安
江
明
夫
「
政
治
家
像
の
形
成
ｌ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
ロ
「
カルのばあい」「都市問題』一九六九年九Ⅱ号を見られたい。
（
Ⅳ
）
前
掲
、
地
力
向
治
協
会
編
『
市
民
意
識
と
地
方
自
治
ｌ
川
田
・
金
沢
調
査
」
二
五
五
頁
。
（
旧
）
一
九
七
八
年
の
「
川
川
・
金
沢
調
査
」
で
は
、
「
ガ
ラ
ス
振
り
に
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
」
は
同
一
質
問
で
あ
る
が
、
選
択
肢
は
Ⅲ
そ
う
思
う
⑭
そ
う
は
思
わ
な
い
③
わ
か
ら
な
い
の
一
一
一
つ
で
あ
っ
た
。
「
そ
う
Ⅲ
う
」
は
二
○
歳
台
八
八
％
、
五
○
歳
台
以
上
六
九
％
と
今
回
の
横
極
的
肯
定
と
消
櫛
的
肯
定
を
合
せ
た
比
率
と
大
差
は
な
い
。
こ
れ
は
東
京
の
有
権
者
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
金
沢
で
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
「
ガ
ラ
ス
振
り
に
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
」
を
肯
定
す
る
意
見
は
、
広
く
共
有
さ
れ
、
か
つ
持
続
性
が
強
い
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
同
上
、
一
八
四
’
五
頁
。
（四）うそという一一一一口葉の多義性については、川崎洋『嘘ばっかり』いそっぷ社、’九九九年を参照。
政治態度の継続と変容（岡村・松本）
八
九
日
本
に
お
け
る
政
治
的
社
会
化
」
円
五
’
八
頁
。
（
９
）
内
閣
支
持
率
は
『
朝
日
新
聞
」
に
よ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
時
期
に
近
い
内
閣
支
持
率
を
示
す
ｂ
佐
藤
内
閣
一
九
六
八
年
九
月
竹
下
内
閣
一
九
八
九
年
四
月
宇
野
内
閣
一
九
八
九
年
六
Ⅱ
海
部
内
閣
一
九
八
几
年
八
月
（
皿
）
今
回
の
調
査
地
点
が
東
京
都
で
あ
る
の
で
、
比
較
の
た
め
に
過
去
二
回
の
子
ど
も
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
も
東
京
都
の
み
を
対
象
と
す
る
。
総
理
大
睨
像
に
つ
い
て
の
地
域
差
は
少
な
く
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
東
京
が
他
の
地
域
よ
り
先
行
的
傾
向
を
示
す
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
岡
村
、
前
掲
「
現
代
日
本
に
お
け
る政治的社会化」を参照。
（Ⅲ）向口の（○コ目Ｑｏの口巳⑪．＆・畳・・勺・］忠・
（
旧
）
認
知
ス
ク
リ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
岡
村
・
松
木
「
政
治
的
社
会
化
に
お
け
る
述
続
と
不
連
続
」
（
二
）
『
法
学
志
林
」
九
三
巻
四
号
（
｜
几
九
六
年
一
一
一
Ⅱ
）
一頁以下を参照。
Hosei University Repository
〆￣､グーヘ ンー、
2２２１１－．２０ 
－〆、－ノ、～二
頁
＝炉÷｡０１コ１広瀬
道
貞
『
政
治
と
カ
ネ
』
岩
波
新
書
、
一
九
八
九
年
、
三
頁
。
京極純一『日本の政治』東京大学出版会、’九八三年、一一二二頁。
法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
四
号
九
○
岡村「政治意識の基底としての総理大臣像」渓内謙他編『現代行政と官僚制』（下）璽泉大学出版会、’九七四年所収、四一五Ｉ
Hosei University Repository
